
北
毛
俳
壇
の
展
開
と
月
次
句
合
（
上
）

さ
と
り

―
―
左
部
家
旧
蔵
資
料
の
語
る
も
の
（
そ
の
３
）
―
―

加

藤

定

彦

は
じ
め
に

本
稿
が
基
に
す
る
資
料
は
二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
漸
次
入
手
し
た
松
露
庵
烏

明
催
し
の
一
枚
摺
、
同
派
の
俳
書
・
月
次
集
、
月
次
句
合
の
清
書
巻
や
返
草
・

チ
ラ
シ
、
連
句
稿
、
書
簡
、
地
方
文
書
な
ど
で
、
如
舟
・
其
雲
ら
数
代
に
わ

た
る
左
部
家
の
旧
蔵
品
で
あ
る
。
彼
ら
の
素
性
は
篠
木
弘
明
著
『
俳
山
亭
文

庫
書
目
解
説
』（
群
馬
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
一
年
）
や
左
部
純
子
さ
ん
―
直

系
御
子
孫
の
夫
人
―
に
頂
い
た
故
左
部
千
馬
氏
の
句
集
『
竹
夫
人
』（
告
天
子

社
、
昭
和
五
十
三
年
）
に
よ
っ
て
判
明
、
後
者
の
「
あ
と
が
き
」
に
千
馬
氏
は

「
私
の
生
れ
た
左
部
本
家
は
、
上
州
奥
利
根
の
奈
良
の
里
で
代
々
俳
諧
の
家

で
あ
る
。
私
よ
り
六
代
前
の
祖
遅
速
庵
如
舟
、
五
代
穆
々
庵
其
雲
、
四
代
竹

裏
園
三
岳
、
三
代
蒼
風
、
二
代
松
柏
庵
三
舟
、
先
代
諾
楽
居
春
窓
み
な
俳
人

で
あ
る
」
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。

筆
者
は
、
蒐
集
し
た
原
資
料
の
ほ
か
に
沼
田
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

に
蒐
集
さ
れ
た
左
部
家
（
本
家
）
資
料
の
コ
ピ
ー
、『
沼
田
市
史

通
史
編
２

ま
さ
る

近
世
』（
平
成
十
三
年
）、
奈
良
町
の
別
家
故
賢
氏
作
成
の
「
左
部
家
系
譜
」

「
左
部
家
歴
代
戒
名
記
録
」
を
参
照
し
つ
つ
、

１
�「
松
露
庵
一
枚
摺
と
北
毛
俳
壇
―
左
部
家
旧
蔵
資
料
の
語
る
も
の
―
」（『
江

戸
文
学
』
２５
、
二
〇
〇
二
年
六
月
）

２
�「
白
雄
評
四
季
句
合
と
北
毛
俳
壇
―
左
部
家
旧
蔵
資
料
の
語
る
も
の
（
そ
の

２
）
―
」（
堀
切
実
編
『
近
世
文
学
研
究
の
新
展
開
―
俳
諧
と
小
説
―
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二

〇
〇
四
年
）

の
論
稿
を
発
表
し
て
い
る
。
本
稿
は
そ
れ
ら
の
ま
と
め
に
当
た
る
も
の
で
、

左
部
家
歴
代
の
俳
諧
事
績
と
そ
こ
か
ら
帰
納
さ
れ
る
北
毛
俳
壇
の
展
開
史
を

考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
叙
述
の
都
合
上
、
既
発
表
の
論
稿
と
重
な

る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
諒
と
さ
れ
た
い
―
―
以
下
、
資
料
の
翻
刻
・
引
用
に
は

濁
点
、
句
読
点
を
施
し
た
―
―
。

一

左
部
家
略
系
譜

最
初
に
、
別
家
の
故
左
部
賢
氏
が
作
成
さ
れ
た
系
譜
や
『
国
史
大
辞
典
』

『
訂新

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
、
左
部
家
の
由
緒
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
。
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さ

遠
祖
は
坂
東
八
平
氏
の
一
、
三
浦
大
介
義
明
の
流
れ
を
汲
み
、
三
浦
郡
佐

わ
ら原
を
領
知
し
た
た
め
、
佐
原
十
郎
左
衞
門
義
連
と
称
し
た
。
文
治
五
年
（
一

一
八
九
）、
源
頼
朝
の
奥
州
征
討
に
従
い
、
そ
の
功
に
よ
り
頼
朝
よ
り
陸
奥

国
会
津
を
拝
領
、
そ
の
息
盛
連
の
時
、
三
浦
半
島
の
地
蘆
名
に
因
ん
で
蘆
名

氏
を
称
し
、
代
々
黒
川
（
若
松
）
城
主
と
し
て
君
臨
し
た
。
戦
国
時
代
に
な

る
と
、
常
陸
国
太
田
城
主
佐
竹
義
重
は
次
男
義
広
を
白
川
氏
（
本
姓
結
城
氏
）

義
親
の
養
子
と
し
、
さ
ら
に
会
津
の
蘆
名
氏
の
娘
婿
と
し
、
同
盟
関
係
を
結

ん
だ
。
そ
の
頃
、
陸
奥
国
で
勢
力
を
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
伊
達
政
宗
は
盛
ん

に
南
下
を
図
り
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に
安
達
郡
本
宮
で
、
同
十
六

年
に
安
積
郡
郡
山
で
佐
竹
義
重
・
義
宣
、
蘆
名
義
広
の
連
合
軍
と
戦
う
。
翌

天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
六
月
、
蘆
名
義
広
は
政
宗
と
内
応
す
る
族
臣
の

す
り
あ
げ
は
ら

た
め
、
摺
上
原
（
福
島
県
猪
苗
代
町
）
の
合
戦
で
敗
れ
、
白
川
（
河
）
か
ら
常

陸
国
へ
と
逃
れ
る
。『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
る
と
、
秀
吉
と
家
康
の
連

合
軍
に
よ
り
小
田
原
の
北
條
氏
が
征
伐
さ
れ
た
後
、
秀
吉
か
ら
佐
竹
氏
は
水

戸
城
主
と
し
て
常
陸
国
に
四
十
九
万
石
余
を
与
え
ら
れ
、
蘆
名
氏
は
同
国
江

戸
崎
領
四
万
八
千
石
を
与
え
ら
れ
、
名
を
義
広
か
ら
盛
重
に
改
め
る
。
鈴
木

実
著
『
佐
竹
北
家
三
代
の
俳
諧
』（
秋
田
文
化
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
る
と
、

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）、
佐
竹
義
宣
は
関
ヶ
原
の
戦
い
に
不
参
な
ど
の
か

ど
で
徳
川
家
康
に
よ
り
常
陸
国
か
ら
秋
田
へ
移
封
さ
れ
、
弟
の
蘆
名
盛
重
は

所
領
を
没
収
さ
れ
、
兄
佐
竹
義
宣
の
家
臣
と
な
っ
て
秋
田
に
移
る
。
翌
八
年
、

か
く
の
だ
て

秋
田
領
角
館
一
万
五
千
石
を
分
知
、
名
を
義
勝
と
改
め
る
が
、
そ
の
後
、
三

よ
し
ち
か

代
、
五
十
一
年
で
蘆
名
氏
は
断
絶
、
か
わ
っ
て
北
家
の
佐
竹
義
隣
が
長
野
紫

と
こ
ろ
あ
ず
か
り

嶋
か
ら
移
り
角
館
の
所
預
と
な
る
。

左
部
家
系
譜
の
由
緒
書
に
よ
る
と
、
天
正
十
七
年
、
常
陸
国
に
逃
げ
た
盛

重
の
息
蘆
名
又
十
郎
盛
近
（
母
は
家
臣
の
娘
）
は
、
田
島
村
（
常
陸
国
府
の

あ
っ
た
石
岡
市
内
）
に
潜
伏
し
父
の
再
起
を
待
つ
間
、
蘆
名
氏
の
ま
ま
で
は

政
宗
に
害
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
従
臣
た
ち
の
す
す
め
に
よ
り
、
遠
祖さ

佐
原
義
連
の
「
佐
」
と
外
祖
父
服
部
寛
清
の
「
部
」
の
一
字
ず
つ
を
採
り
佐

と
り部
氏
に
改
め
た
と
い
う
。
翌
十
八
年
、
秀
吉
が
会
津
城
を
伊
達
政
宗
か
ら
召

し
上
げ
て
蒲
生
氏
郷
に
与
え
る
。
従
臣
も
死
去
し
、
寄
る
辺
を
失
っ
た
盛
近

は
上
野
国
に
移
り
住
ん
だ
。

佐
部
氏
は
は
じ
め
沼
田
城
下
鍛
冶
町
の
正
覚
寺
（
浄
土
宗
）、
の
ち
宇
楚

井
村
の
正
行
院
を
檀
那
寺
と
す
る
。
次
の
代
①
佐
部
左
近
盛
弘
か
ら
⑦
源
左

衞
門
ま
で
の
七
代
は
正
行
院
の
火
災
で
過
去
帖
が
焼
失
、
位
牌
の
写
し
も
古

び
て
文
字
不
分
明
と
な
り
、
命
日
・
法
名
の
記
載
は
な
く
、
⑧
孫
右
衛
門
（
貞

享
元
年
没
）
か
ら
没
年
と
法
名
が
記
さ
れ
、
⑨
善
兵
衛
（
宝
永
五
年
没
）
以
降
、

原
則
と
し
て
家
督
を
継
い
だ
も
の
が
善
兵
衛
を
称
し
た
ら
し
い
。
⑩
善
兵
衛

清
近
（
宝
暦
四
年
没
、
７３
）
の
次
が
如
舟
な
の
で
、
以
下
に
⑪
か
ら
⑯
ま
で
系

譜
の
必
要
事
項
を
記
載
す
る
。

⑪
善
兵
衛
廻
兌

正
徳
２
生

幼
名
亀
十
郎
又
直
右
衛
門

文
化
１０
・
８
・

２
没
（
９０
）

散
誉
秀
善
華
遊
居
士

⑩
の
３
男

風
雅
を
好
み
、
遅
速
庵
如
舟
と
云
う
。
同
国
惣
社
の
人
、
前
惣
持
鳳
雲

嶽
大
和
尚
に
学
習
す
る
。

妻

岡
谷
村
大
嶋
太
郎
兵
衛
女

寛
政
１０
・
４
・
１３
没

３
女

宝
暦
５
生

寛
政
１０
・
１１
・
１０
没
（
４４
）

キ
ヨ
ズ
ミ

聟
養
子
石
田
嘉
兵
衛
２
男

甚
蔵
静
有
又
克
勳

勝
右
衛
門

俳
号

東
花
庵
西
郊

天
明
２
別
家

文
政
１２
・
２
・
２７
没

栄
誉
典
翁
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居
士

甚
蔵
は
風
雅
を
好
み
東
花
庵
西
郊
と
云
う
。
武
道
を
沼
田
町
阿
部

喜
右
衛
門
に
習
い
、
文
学
は
龍
湖
和
尚
を
師
と
す
。
手
跡
を
能
く

し
、
倭
よ
う
の
上
手
也
。
天
明
の
見
取
騒
動
の
頭
取
、
石
田
要
右

衛
門
の
弟
に
当
た
る
。

２
男
勝
右
衛
門
邦
伸

安
永
７
生

幼
名
嶺
次
郎

文
久
元
・
６
・

８
没
（
８４
）

伯
父
石
田
要
右
衛
門
と
協
力
し
て
左
部
家
系
譜

を
作
成
。

３
男
要
之
助

天
明
４
生

嘉
永
６
・
６
・
２
没
（
７０
）

上
久
屋
村
松
永
権
右
衛
門
の
養
子
と
な
り
、
松
永
武
左
衛
門
と

称
す
。
俳
諧
の
名
手
に
し
て
号
を
枸
杞
庵
乙
人
と
称
す
。
全
国

の
俳
友
と
交
り
、
俳
句
集
、
月
並
集
、
義
太
夫
鎌
倉
紅
梅
接
木

ノ
英
を
編
し
、
現
に
上
久
屋
の
松
永
郁
夫
方
に
版
木
、
著
書
を

残
す
。

―
―
息
昌
五
郎

俳
号
笠
人

天
保
１２
没
（
３０
）

⑫
善
兵
衛
寛
命

宝
暦
６
生

幼
名
才
次
郎
又
善
二

文
政
１２
・
１２
・
３０
没

（
７４
）

法
祥
院
徳
誉
直
本
貫
善
居
士

⑪
の
３
男

寛
命
は
気
質
発
明
に
し
て
口
に
戯
を
吐
き
人
を
な
つ
け
、
腸
に
大
剣
の

気
隠
し
て
世
を
渡
る
。
武
を
沼
田
町
阿
部
喜
右
衛
門
に
習
い
、
蕉
風
の

俳
諧
を
好
み
東
都
松
露
庵
を
師
と
す
。
穆
々
庵
其
雲
と
云
う
、
田
舎
の

上
手
な
り
。
三
業
に
委
し
く
、
世
事
に
詳
か
な
り
。
実
に
家
を
起
し
、

其
先
を
顕
し
、
子
孫
万
世
に
規
矩
た
り
。
其
の
功
大
な
り
。

妻

屋
形
原
村
生
方
平
左
衛
門
女

死

后
妻

生
品
村
戸
部
八
弥
女

死

仝

ま
さ

森
下
村
綿
貫
与
右
衛
門
女

文
政
２
・
４
・
７
没

長
男
斧
次
郎
又
小
野
次
郎

天
明
８
・
９
・
３
生

俳
号
蓼
化
の
ち
露

彦

文
化
１１
・
６
・
１０
没
（
２７
）

相
誉
秀
好
居
士

⑫
の
長
男

こ
の
人
温
順
に
し
て
玉
の
曇
り
無
き
が
如
く
、
人
敬
愛
慕
し
て
芸
術

に
達
す
。
風
雅
を
好
み
て
蕉
風
の
一
家
な
り
。
学
文
を
好
み
、
古
学

は
惟
徳
伯
基
と
号
す
。
画
学
は
越
の
人
玉
湖
を
師
と
す
。
実
に
名
人

と
謂
べ
し
。
惜
哉
、
短
命
に
し
て
盛
志
を
遂
ず
。

妻

上
久
屋
村
松
永
権
右
衛
門
女

死
に
臨
み
離
縁

⑬
善
兵
衛
寛
信

寛
政
１０
・
１２
・
２６
生

幼
名
豊
三
郎

俳
号
竹
�
園
三
岳

明
治
１１
・
８
・
１８
没
（
８１
）

惇
徳
院
観
誉
秀
道
察
善
居
士

⑫
の
２

男

「
佐
部
」
を
「
左
部
」
と
改
め
る
。

性
闊
達
に
し
て
狩
を
好
む
。
垂
鈎
烏
銃
の
上
手
也
。
魚
鳥
を
獲
る
こ

と
日
に
其
の
数
夥
し
。
里
巷
の
人
、
大
い
に
感
心
す
。
書
を
東
都
の

人
龍
沢
に
習
い
、
倭
漢
の
書
よ
う
に
委
し
く
、
恐
く
は
衆
人
に
恥
じ

ず
。
亦
俳
諧
を
能
く
し
て
近
江
の
人
春
秋
庵
を
師
と
す
。
世
々
風
流

の
家
に
し
て
芸
術
能
人
な
り
。
末
頼
も
し
。

妻

き
く

戸
鹿
野
新
町
星
野
良
七
女

天
保
１１
・
３
・
２８
没

后
妻

す
め

沼
田
上
之
町
磯
田
屋
清
七
女

明
治
２３
・
２
・
１５
没

４
男
完
十

天
保
１３
・
６
生

嘉
永
５
別
家（
藤
井
）
明
治
２６
没（
５３
）

妻

い
わ

古
馬
牧
村
上
牧
阿
部
平
蔵
２
女

弘
化
２
生

明
治
３５
没

⑭
善
兵
衛
成
澄

文
政
７
・
２
・
９
生

幼
名
戸
（
図
）
一

俳
号
蒼
風

明
治
１４
・
３
・
１２
没
（
５８
）

恵
照
院
遵
誉
皆
善
昌
道
居
士

⑬
の
長
男

妻

戸
鹿
野
新
町
星
野
弥
兵
衛
女

后
妻

月
夜
野
町
中
閑
安
兵
衛
女

長
男
右
善
太
寛
制
（
筆
者
注
、
家
督
を
継
ぎ
、
名
主
も
勤
め
た
が
早
世
）
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⑮
善
兵
衛
寛
忠

安
政
３
・
１
・
９
生

幼
名
街
三
郎

俳
号
松
柏
庵
三
舟

明
治
２９
・
３
・
２２
没
（
４１
）

寛
篤
院
善
誉
定
昭
法
道
居
士

⑭
の
３
男

妻

戸
鹿
野
新
町
星
野
長
右
衛
門
女

⑯
善
二
寛
泰

明
治
１５
・
１
・
１５
生

大
正（
９
・
１０
・
３１
イ
ニ
）

９
・
９
・
２６
没
（
３９
）

恭

順
院
清
誉
春
窓
善
二
居
士

俳
号
諾
楽
居
春
窓

⑮
の
次
男

二

沼
田
俳
壇
略
史

松
露
庵
派
の
進
出

早
く
上
毛
前
橋
辺
は
才
麿
系
旧
室
の
地
盤
で
、
そ
の
余

波
は
北
毛
の
地
に
も
及
び
、
沼
田
連
中
の
初
出
は
同
派
逸
志
編
『
春
の
ま
こ

と
』（
元
文
六
年
刊
カ
）
で
、
１４
名
が
入
集
す
る
。

そ
の
後
、
沼
田
俳
壇
は
、
高
崎
に
一
年
遅
れ
て
鳥
酔＝

松
露
庵
派
の
勢
力

下
に
入
る
。
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
刊
『
己
巳
歳
旦
』（
鳥
酔
編
）
に
入
集

す
る
乙
人
・
呉
渓
・
初
江
・
媚
水
ら
１２
名
が
そ
の
第
一
波
で
、
乙
人
が
そ
の

鍬
入
れ
を
し
た
。
鳥
酔
は
『
百
蓮
香
』（
宝
暦
四
年
刊
）
の
「
古
人
之
部
」
勢

州
の
部
に
、「
高
木
宗
栄

橘
井
の
水
の
流
を
汲
て
東
武
に
来
る
。
中
頃
、

相
州
海
老
名
郷
に
住
し
、
又
、
土
岐
君
に
つ
か
へ
て
上
州
沼
田
の
守
民
に
赴

き
、
初
江
・
媚
水
の
両
士
を
は
じ
め
同
門
と
な
し
て
今
も
月
次
の
交
絶
ざ
る

は
、
此
老
（
一
字
難
読
、「
の
」
カ
）
記
念
也
。
古
郷
の
山
田
に
帰
り
て
た
ま
し

ゐ
さ
り
ぬ
」
と
そ
の
略
歴
と
と
も
に
功
績
を
称
え
る
。

一
草
園
連
中

寛
延
四
年
刊
の
『
辛
未
歳
旦
』（
鳥
酔
編
）
で
は
、
呉
渓
ら
の

句
を
収
め
た
後
、「
右
、
沼
田

一
草
園
連
中
」
と
あ
っ
て
、
呉
渓
（
藩
士
カ
）

の
別
号
一
草
園
が
、
以
後
、
沼
田
連
中
の
総
称
と
な
っ
て
い
く
。

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
刊
の
『
天
慶
古
城
記
』（
鳥
酔
編
）
に
な
る
と
、

初
江
が
一
草
園
連
中
１５
名
を
率
い
る
。初
江
の
俗
名
は
鳥
酔
編
『
壬
生
山
家
』

（
宝
暦
九
年
）
所
収
の
「
同
門
信
友
前
亡
之
化
縁
簿
」
に
「
初
江

沼
田
城

士
／
五
十
嵐
権
左
衞
門
」
と
あ
り
判
明
。
沼
田
藩
の
「
家
中
由
緒
書
」
に
よ

た
だ
よ
し

る
と
、
は
じ
め
五
十
嵐
十
九
郎
、
の
ち
権
左
衞
門
忠
俶
。
延
享
三
年
（
３０
）、

飛
地
領
美
作
国
に
代
官
と
し
て
在
任
中
、
台
風
で
農
作
物
が
全
滅
、
領
民
の

窮
状
を
救
う
べ
く
本
藩
に
訴
え
、
翌
四
年
に
は
領
地
を
視
察
し
、
年
貢
の
減

免
や
年
賦
、
藩
金
貸
し
付
け
を
行
う
な
ど
、
救
済
策
を
施
す
。
後
、
病
で
交

代
、
江
戸
詰
め
な
ど
を
勤
め
、
宝
暦
六
年
十
二
月
二
日
、
病
没
（
４０
）。
美

作
の
領
民
は
子
々
孫
々
に
恩
を
語
り
継
ぐ
べ
く
、
五
十
嵐
神
社
を
建
て
て
い

（
１
）る。初

江
亡
き
後
、
沼
田
俳
壇
を
率
い
た
春
路
も
や
は
り
沼
田
藩
士
、
本
名
は

小
林
要（
２
）人。
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
初
夏
、
来
遊
し
た
老
師
鳥
酔
・
長

南
・
海
烏
（
語
竹
庵
一
世
、
高
崎
住
）
師
弟
を
案
内
し
、
詞
友
巴
陵
ら
と
連
れ

ご
か
ん

や
つ
か
は
ぎ

だ
っ
て
後
閑
（
利
根
郡
月
夜
野
町
）
の
八
束
脛
宮
に
詣
で
た
（
鳥
酔
著
「
詣
八しろ

束
脛
宮
」、『
は
い
か
い

治
歴
覧
古
』
明
和
三
年
刊
、
所
収
）。
帰
途
、
鳥
酔
が
白

い井
荘
（
群
馬
郡
子
持
村
）
に
遊
ん
だ
折
の
一
文
を
巻
頭
に
収
め
た
月
次
集
が

『
俳諧

白
井
古
城
記
』（
烏
明
編
、『
関
東
俳
諧
叢
書
』
２８
所
収
）
で
、
春
路

の
句
が
初
出
す
る
。
四
年
後
の
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
晩
春
、
松
露
庵
を

継
い
だ
烏
明
が
昨
烏
（
白
雄
）
を
伴
い
沼
田
に
曳
杖
、
鍛
冶
町
の
三
ノ
日
庵

に
遊
ん
だ
後
、
春
路
の
世
話
で
同
町
正
覚
寺
塔
頭
に
三
ヶ
月
ほ
ど
滞
在
、
春

路
ら
地
元
連
に
案
内
さ
れ
て
八
束
脛
宮
に
詣
で
る
。
そ
の
折
、
鳥
酔
の
旧
稿

「
詣
八
束
脛
宮
」
を
春
路
か
ら
与
え
ら
れ
、
こ
れ
を
巻
頭
に
飾
っ
た
月
次
集

が
前
出
『
治
歴
覧
古
』
で
あ
る
。

春
路
に
は
編
著
『
俳諧

は
る
の
遊
び
』（
明
和
七
年
、『
関
東
俳
諧
叢
書
』
２８
所
収
）

こ
う
し

が
あ
り
、
沼
田
俳
書
の
嚆
矢
。
左
部
家
旧
蔵
本
に
は
「
上
毛
沼
田
虚
実
庵
選

／
四
季
句
集
」
と
摺
っ
た
袋
が
備
わ
る
。自
序
に
「
沼
田
藩
中
虚
実
庵
春
路
」
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と
署
名
、
藩
士
の
身
分
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
巻
頭
に
柳
居
―
鳥
酔
―
春

路
と
句
を
並
べ
て
俳
系
を
示
し
、
つ
い
で
沼
田
連
中
（
１７
名
）
や
奈
良
連
中

如
舟
ら
の
発
句
を
収
め
る
。
烏
明
跋
に
「
上
毛
沼
田
一
草
園
に
虚
実
主
人
あ

り
」
と
、
春
路
が
一
草
園
の
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。
立
几
披

露
の
意
味
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

筆
者
が
入
手
し
た
『
菊
月
廿
五
日
／
哥
仙
』（
枡
形
一
帖
）
は
、
判
者
が
奥
に

「
右
即
考
／
虚
実
庵
」
と
署
名
、
そ
の
後
上
部
に
執
筆
が
「
勝
大
冶
／
烏
孝

／
麦
泉
」
と
大
書
、
下
部
に
「
玉
」
の
字
に
よ
る
得
点
集
計
と
作
者
名
が
小

字
で
記
入
さ
れ
た
点
帖
で
あ
る
。
発
句
は
「
淋
し
さ
は
山
居
に
殖
て
鹿
の
声

如
舟
」
で
、
以
下
、
麦
泉
・
烏
考
・（
執
）
筆
・
如
布
・
大
冶
の
六
吟
。

清
書
者
は
書
き
癖
か
ら
如
舟
と
判
断
さ
れ
る
。
年
次
が
記
さ
れ
て
な
い
け
れ

ど
も
、
同
じ
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
後
裔
の
左
部
春
窓
が
明
治
三
十
六
年
に
書
き
留
め
た
「
俳
書
所
蔵

目
録
」（
浜
名
敏
白
氏
蔵
）
に
よ
る
と
、
年
次
未
詳
な
が
ら
虚
実
庵
春
路
に
は

『
春
興
』
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
冊
数
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
摺
物
の
可
能

性
も
の
こ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
沼
田
城
下
で
同
派
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
以
降
江
戸
詰

と
な
り
、『
松
露
庵
随
筆
』
な
ど
に
江
戸
連
で
入
集
、
寛
政
期
に
入
る
と
姿

を
見
失
う
。

既
述
し
た
ご
と
く
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）、
来
遊
し
た
鳥
酔
ら
を

春
路
と
と
も
に
案
内
し
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
は
烏
明
・
昨
烏
を
自

ら
の
三
ノ
日
庵
に
招
い
て
い
る
巴
陵
は
、
町
方
で
は
も
っ
と
も
有
力
な
存
在

で
あ
っ
た
。
浜
名
氏
蔵
の
資
料
に
、
明
和
六
年
孟
春
、
如
舟
が
自
亭
で
貞
志

ら
と
催
し
た
脇
起
こ
り
百
韻
（
四
吟
）
や
表
八
章
合
な
ど
に
巴
陵
が
判
を
加

え
、「
右
、
如
花
似
錦
／
三
の
日
庵
（
印
「
田
氏
」「
烏
孝
」）」
と
奥
書
し
た
点

帖
が
含
ま
れ
、
そ
の
袋
の
表
に
は
「
鍛
冶
町
／
三
之
日
庵
詞
匠
／
玉
几
下
」

と
宛
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
既
に
判
者
活
動
を
開
始
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
―
―
「
三
ノ
日
庵
」
の
呼
称
は
、
定
例
会
を
三
日
に
催
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う

―
―
。旧

稿
で
紹
介
し
た
１
巴
陵
一
枚
摺
（
雲
英
文
庫
蔵
）
は
、
明
和
六
年
（
一

七
六
九
）
三
月
、
沼
田
の
詞
友
如
布
と
と
も
に
出
府
し
、
烏
明
に
伴
わ
れ
て

品
川
鮫
洲
の
松
原
庵
に
老
師
鳥
酔
（
６９
）
を
訪
ね
、『
荘
子
』
か
ら
採
っ
た

「
大
冶
」
の
別
号
を
与
え
ら
れ
た
時
の
も
の
で
、
袋
の
表
に
「
上
毛
沼
田
一

草
園
連
／
名
改
夏
の
鳥
／
巴
陵
改
大
冶
著
」
と
摺
り
、
本
文
に
は
出
府
・
改
号

の
経
緯
を
記
し
た
鳥
酔
と
大
冶
の
句
文
、
春
路
の
賀
句
、
そ
れ
に
同
派
詞
宗

百
明
・
孚
石
・
柴
居
、
庵
裡
の
芋
月
・
烏
光
・
昨
烏
、
巻
軸
に
松
露
主
人
（
烏

明
）
の
文
音
句
各
一
章
を
収
め
、
版
下
は
烏
明
、
挿
絵
は
岷
江
。
訪
問
の
一

ヶ
月
後
、
四
月
四
日
に
鳥
酔
は
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
追
懐
を
兼
ね
つ
つ

立
几
・
改
号
を
披
露
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
旧
稿
で
は
不
明
と
し
た
が
、
岷
雪

編
画
『
百
富
士
』（
明
和
八
年
刊
）
に
「
上
毛
沼
田
／
三
ノ
日
庵
大
冶
」
と
し
て
句

が
見
え
る
の
で
、
三
ノ
日
庵＝

巴
陵＝

大
冶
と
判
明
す
る
。
大
冶
は
晩
年
号

を
巴
陵
に
戻
し
、
天
明
後
期
に
姿
を
消
す
。

そ
の
後
、
沼
田
俳
壇
に
は
一
草
園
を
継
ぐ
有
力
な
存
在
は
登
場
せ
ず
、
安

永
八
年
（
一
七
七
九
）、
松
露
庵
主
烏
明
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）、
庵
裡

の
存
阿
、
同
三
年
や
は
り
庵
裡
の
丈
左
が
来
遊
、
同
派
詞
宗
の
指
導
の
も
と

に
活
動
を
つ
づ
け
る
。

地
元
判
者
松
桂
庵
書
郊

都
合
上
、
後
に
詳
述
。

北
毛
俳
壇
の
第
一
人
者
乙
人

幕
末
期
沼
田
俳
壇
の
中
心
的
存
在
。
樫
村
霞

道
著
『
上
毛
古
俳
家
全
集
』（
昭
和
二
十
五
年
）
利
根
郡
の
部
に
、「
池
田
村

（
筆
者
注
、
明
治
２２
〜
昭
和
２９
の
旧
村
名
）
の
左
部
家
に
生
れ
た
人
で
あ
る
。
同
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と
な
み

か
み
く

や

郡
利
南
村
上
久
屋
松
永
家
の
聟
と
な
り
、
通
称
を
武
左
衞
門
と
云
つ
た
。
俳

諧
を
好
み
、
師
を
蓼
園
無
満
に
も
と
め
て
枸
杞
庵
と
号
し
上
達
し
た
。
当
時

利
根
郡
に
於
け
る
俳
壇
の
一
人
者
と
賞
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
性
剛
直
で
あ

つ
た
が
、
一
面
ま
た
慈
愛
の
念
厚
く
其
門
に
集
る
も
の
多
く
、
郷
党
か
ら
敬

慕
さ
れ
た
。
著
に
「
薗
原
騒
動
」
が
あ
る
。
嘉
永
六
年
六
月
二
日
享
年
七
十

歳
を
以
て
歿
し
た
。
墓
は
同
字
中
清
水
に
あ
る
」
と
記
さ
れ
る
―
―
無
満
門
と

す
る
の
は
疑
問
。「
薗
原
騒
動
」
は
『
利
南
村
誌
』
や
Ｈ
Ｐ
「
剣
豪
の
里
」
に
よ
る
と
、
正

は
な
ぶ
さ

し
く
は
「
鎌
倉
紅
梅
接
木
英
」
と
外
題
す
る
浄
瑠
璃
本
で
、利
根
郡
深
山
村
の
法
神
流
剣
豪
、

須
田
（
星
野
）
房
吉
が
天
保
二
年
に
謀
殺
さ
れ
た
事
件
、「
薗
原
騒
動
」
に
取
材
し
た
も
の

―
―
。

く
ず
の
め

編
著
に
『
葛
芽
集
』（
文
政
末
、
半
紙
本
二
冊
）
が
あ
り
、
立
机
披
露
を
兼
ね

た
出
版
と
思
わ
れ
る
。
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
か
ら
社
中
の
『
つ
き
な
み

集
』
を
刊
行
、
同
四
年
ま
で
の
三
冊
を
確
認
で
き
る
―
―
春
窓
の
目
録
に
よ
れ

ば
五
冊
―
―
。
息
笠
人
も
俳
諧
を
嗜
む
が
、
天
保
十
二
年
、
三
十
歳
で
没
、

乙
人
が
三
回
忌
に
『
も
と
の
垣
根
』
を
手
向
け
と
し
て
編
刊
。
乙
人
の
活
躍

し
た
幕
末
期
北
毛
俳
壇
は
来
遊
す
る
次
世
代
の
新
興
諸
派
と
交
流
し
つ
つ
、

独
自
の
活
動
を
展
開
し
て
い
く
―
―
紙
幅
の
関
係
上
、
乙
人
に
つ
い
て
は
本
稿
（
下
）

に
詳
述
す
る
―
―
。

三

白
雄
の
破
門
と
月
次
句
合

沼
田
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
、
左
部
家
か
ら
流
出
し
た
浜
名
敏
白

氏
所
蔵
資
料
（
三
〇
点
余
）
の
複
写
が
あ
る
。
そ
の
中
の
目
玉
が
志
ら
尾
坊

（
白
雄
）
評
の
『
四
季
句
合
』（
乾
坤
二
帖
）
で
あ
る
。
如
舟
の
息
其
雲
が
催

主
三
人
の
一
人
。
其
雲
の
句
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
刊
行
の
烏
明
編

か

や

『
俳諧

ふ
た
つ
の
文
』
に
初
出
。
矢
羽
勝
幸
著
『
俳
人
加
舎
白
雄
伝
』（
郷
土
出

版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
と
、
評
者
白
雄
は
安
永
三
年
に
奥
羽
紀
行
を
終

え
、
翌
年
は
久
し
振
り
に
江
戸
で
春
を
迎
え
た
。
そ
の
頃
の
も
の
と
思
わ
れ

る
。
白
雄
評
の
百
韻
点
帖
と
と
も
に
一
帙
で
伝
来
、
そ
の
発
句
が
春
季
で
、

『
四
季
句
合
』
の
開
巻
が
「
や
よ
ひ
廿
八
日
／
井
見
」
と
あ
り
、
奥
の
落
款

や
点
式
な
ど
が
共
通
す
る
の
で
、セ
ッ
ト
で
加
点
を
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

清
書
は
、
如
舟
筆
か
。

『
四
季
句
合
』
に
つ
い
て
は
旧
稿
で
翻
刻
（
抄
）
と
と
も
に
解
説
を
加
え

た
の
で
、
百
韻
に
つ
い
て
の
み
概
説
す
る
と
、
帖
仕
立
て
一
冊
で
、
表
紙
に

土
筆
の
草
の
下
絵
が
あ
り
、
中
央
に
題
簽
が
貼
ら
れ
る
が
、
無
記
入
。
本
文

紙
数
は
十
三
枚
で
、
十
三
枚
目
の
裏
に
「（
関
防
印
「
思
玄
」）
／
故
是
一
鳳
／

志
ら
尾
坊
／
（
印
「
志
良
尾
坊
」「
昨
烏
」）」
の
句
締
め
。
発
句
が
「
い
か
め
し

き
人
の
出
立
や
明
の
春
」（
作
者
名
欠
）
で
、
以
下
、『
四
季
句
合
』
と
共
通

す
る
点
式
に
よ
り
評
点
、
三
点
以
上
の
句
に
は
作
者
名
、
其
雲
・
素
考
・
如

舟
・
貞
志
・
秀
穂
・
五
涼
・
秀
麦
そ
し
て
フ
（
執
筆
）
が
記
入
さ
れ
、
前
出

『
ふ
た
つ
の
文
』
に
入
集
す
る
奈
良
連
中
、
如
舟
・
五
涼
・
素
考
・
秀
麦
・

其
雲
・
貞
志
・
花
鳥
・
塩
車
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と
一
致
す
る
―
―
最
後
の
２
名

を
除
く
―
―
。
最
高
点
「
夜
坐
不
厭
」
の
印
は
、
其
雲
の
付
句
、

�
� 盆

ち
い
さ
い
膳
に
あ
ま
る
枝
大
豆

フ

終
夜
問
ず
が
た
り
を
魂
棚
に

雲

に
唯
一
捺
さ
れ
る
。
六
点
も
其
雲
の
み
で
、
三
点
以
上
の
得
点
を
集
計
す
る

と
其
雲
は
二
十
二
点
の
最
高
点
と
な
り
、
存
阿
書
簡
（
後
出
）
に
あ
る
連
句

上
手
の
片
鱗
を
窺
わ
せ
る
。

白
雄
の
加
判
態
度
は
『
四
季
句
合
』
と
同
様
真
率
で
、「
第
三
ぶ
り
い
ま
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だ
」
や
「
て
留
は
三
句
去
な
が
ら
、
初
面
に
ふ
た
つ
は
あ
し
ゝ
」「
銭
に
売

買
の
事
は
二
句
去
な
り
」
の
去
り
嫌
い
、「
つ
け
遠
し
」（
三
例
ほ
ど
）
と
い
っ

た
連
句
な
ら
で
は
の
チ
ェ
ッ
ク
が
過
半
で
、
句
の
引
用
は
省
略
す
る
が
、「
他

の
句
、
三
句
転
ぜ
ず
」「
自
の
句
、
三
句
つ
ゞ
く
は
あ
し
ゝ
」「
自
の
句
、
転

じ
あ
し
ゝ
」「
又
他
の
句
、
か
く
つ
ゞ
く
は
あ
し
ゝ
」
と
、
句
の
「
自
他
」

と
「
転
じ
」
に
つ
い
て
の
評
が
目
立
つ
。
白
雄
に
は
明
和
期
、
門
人
に
与
え

た
伝
書
『
付
合
自
他
之
句
法
』（
矢
羽
勝
幸
編
『
増
補

改
訂

加
舎
白
雄
全
集
』
上
巻
所
収
）

が
あ
り
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
刊
行
し
た
俳
論
書
『
か
ざ
り
な
し
』

で
も
、「
○
聯
句
は
自
他
の
わ
か
ち
肝
要
也
。
前
念
へ
も
ど
る
ま
じ
と
の
翁

の
遺
語
は
、
則
三
句
の
転
じ
也
。
云
々
」
と
述
べ
、
三
句
の
変
化
を
示
し
た

例
を
十
三
組
挙
げ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
次
の
烏
明
書
簡
に
見
る
ご
と
く
、
白
雄
（
３８
）
は
安
永
四
年

（
一
七
七
五
）四
月
四
日
、
品
川
海
晏
寺
で
営
ま
れ
た
鳥
酔
七
回
忌
法
要
に
お

い
て
不
遜
な
行
為
が
あ
り
、
翌
五
年
九
月
、『
金
花
伝
』の
俳
論
を
め
ぐ
っ
て

烏
明
（
５０
）
や
先
輩
の
詞
宗
百
明
と
不
和
を
生
じ
、破
門
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

（
宛
名
表
書
き
）
如
舟
様
／
一
集
添

烏
明

暫
御
左
右
も
不
承
候
。
愈
御
無
難
、
珍
重
御
事
ニ
御
坐
候
。
且
、
此
度
、

百
明
宗
匠
之
一
集
、
差
出
し
申
候
。
御
句
も
加
入
申
候
。
則
、
進
上
申
候
。

御
入
料
ハ
、
南
鐐
一
片
ヅ
ヽ
ニ
て
御
坐
候
。
則
、
眠
花（
３
）子迄
御
届
被
下
度
、

早
々
頓
首
。

十
一
月
五
日

角
力
場
の
跡
も
し
ま
は
ず
か
れ
野
哉
（
ほ
か
二
句
）

右
、
御
笑
可
被
下
候
。

﹇
欠
﹈
几
辺
小
篇
進
上
申
候
。
扨
、
志
ら
尾
事
、
同
門
頻
廃
ニ
及
申

候
。
兼
而
左
様
思
召
可
被
下
候
。

右
の
書
簡
は
そ
の
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
白
雄
破
門
の
件
を
二
白
で

つ
い
で
に
触
れ
た
風
を
装
っ
て
い
る
が
、
か
え
っ
て
烏
明
の
怒
り
と
意
志
の

強
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

矢
羽
勝
幸
著
『
俳
人
加
舎
白
雄
伝
』
な
ど
に
よ
る
と
、
安
永
五
年
、
白
雄

は
甲
州
で
春
を
迎
え
、
二
月
頃
か
ら
信
州
を
遊
歴
、
翌
六
年
の
歳
暮
か
ら
翌

七
年
春
に
か
け
て
は
武
州
箕
田
（
鴻
巣
市
）
の
文
郷
宅
に
寄
寓
、
三
月
、
箕

田
碑
の
裏
面
に
白
雄
の
筆
に
よ
り
芭
蕉
と
鳥
酔
の
句
を
文
郷
に
併
刻
さ
せ
て

い
る
。
同
年
九
月
に
は
、
鳥
酔
の
生
前
か
ら
松
露
庵
派
に
属
し
、
馴
染
み
の

深
い
伊
勢
松
阪
の
一
葉
庵
に
身
を
寄
せ
る
。そ
の
頃
、信
州
上
田
の
雲
帯
（
白

雄
門
）
か
ら
問
い
合
わ
せ
の
書
簡
が
同
地
の
古
老
呉
扇
に
届
き
、
そ
の
年
は

相
州
厚
木
で
越
年
、
翌
八
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
伊
勢
に
ま
た
来
遊
す
る

と
の
白
雄
の
腹
づ
も
り
を
返
簡
で
報
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
白
雄
の
動
静
に
照
ら
し
て
、
矢
羽
氏
は
、
安
永
九
年
版
『
松
露

庵
随
筆
』
に
見
え
る
烏
明
の
旅
（「
岐
蘇
路
の
記
行
」）
を
、
松
露
庵
派
勢
力
の

取
込
み
を
図
る
白
雄
に
対
抗
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

烏
明
は
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
夏
、
慌
た
だ
し
く
旅
支
度
を
整
え
、

木
曽
路
を
た
ど
り
伊
勢
に
参
宮
、
湖
南
義
仲
寺
の
祖
翁
碑
前
に
額
づ
き
、
入

洛
し
て
岡
崎
に
蝶
夢
和
尚
を
訪
ね
、
浪
花
に
下
っ
て
鳥
酔
以
来
の
門
人
蘭
坡

と
会
い
、
さ
ら
に
泉
州
に
下
り
、
嘉
祥
寺
（
泉
南
郡
田
尻
町
）
の
門
人
長
路
と

の
約
束
を
果
た
し
、
春
里
及
び
そ
の
社
友
ら
と
法
楽
歌
仙
を
巻
き
、
蟻
通
明

神
（
泉
佐
野
市
長
滝
）
に
奉
納
す
る
。
帰
途
は
松
阪
に
寄
り
、
呉
扇
・
滄
波
ら

一
葉
庵
連
中
と
風
交
し
て
地
盤
を
固
め
、
水
無
月
初
め
帰
庵
す
る
。

そ
の
夏
、
白
雄
は
上
州
草
津
の
鷺
白
（
闌
更
門
）
を
訪
ね
て
両
吟
、
八
月

し
ろ
い

に
は
松
露
庵
の
地
盤
白
井
（
渋
川
市
）
を
訪
れ
、
地
元
の
鳥
路
・
右
龍
と
と
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も
に
子
持
村
（
中
郷
）
の
古
刹
双
林
寺
に
、
先
師
の
遺
歯
と
遺
吟
短
冊
を
埋

め
、「
鳥
酔
翁
冢
」
を
建
て
て
い（
４
）る。

白
雄
が
曽
遊
の
地
沼
田
に
足
を
踏
み
入
れ
た
か
ど
う
か
は
確
証
は
な
い
け

れ
ど
も
、
矢
羽
氏
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、

と
ね
川
ぞ
ひ
に
戸
鹿
野
の
里
あ
り
て
世
に
し
る
長
梁
な
る
を
心
に

こ
め
つ
ゝ
、
良
夜
は
か
な
ら
ず
と
、
は
る
か
の
山
ぶ
み
し
て
、
ぬ

ま
田
き
も
と
（
城
下
カ
）
の
友
ど
ち
を
と
ふ
に
、

霧
し
ぐ
れ
戸
鹿
野
の
人
に
道
と
は
ん
（『
白
雄
贈
答
』）

と
い
う
句
は
、
季
節
か
ら
判
断
し
て
双
林
寺
に
鳥
酔
翁
冢
を
建
て
た
後
の
作

と
思
し
く
、
旧
蔵
資
料
中
に
交
じ
る
白
雄
筆
懐
紙
、

―
前
文
省
略
―

た
か
な
み
や
き
さ
か
た
は
む
し
の
藻
に
す
だ
く

白
雄
坊
（
印
「
志
良
尾
坊
」「
昨
烏
」）

も
、
落
款
「
白
雄
坊
」
か
ら
そ
の
折
沼
田
で
染
筆
し
た
可
能
性
が
高（
５
）い。

次
の
書
簡
は
、
登
場
す
る
「
百
烏
」（
沼
田
の
人
）
が
安
永
二
年
晩
秋
に
泥

亀
と
改
号
、
披
露
の
摺
物
を
松
露
主
人
（
烏
明
）
の
取
り
持
ち
で
発
行
し
て

い
る
の
で
、
そ
れ
以
前
と
判
明
す
る
。

（
宛
名
表
書
き
）

如
舟
様

烏
明

鴈
書
忝
披
見
致
申
候
。
酷
暑
ニ
御
坐
候
。
愈
御
清
福
之
段
、
珍
重
事
ニ
御

坐
候
。
当
方
、
愚
老
、
暑
ニ
負
、
甚
凌
兼
申
候
仕
合
ニ
御
坐
候
。
且
、
御

句
ど
も
被
遣
、
相
談
ニ
及
か
と
ミ
申
候
。
早
乙
女
、
箒
木
、
お
か
し
き
姿

に
て
、
大
慶
致
申
候
。
百
烏
子
帰
村
、
嘸
々
御
風
交
存
候
。
段
々
行
脚
之

事
申
来
り
、
随
分
、
引
杖
可
申
候
。
貴
子
な
ど
ハ
、
ま
だ
対
顔
不
致
事
ニ

候
へ
バ
、
と
く
と
御
噺
申
度
事
ど
も
御
坐
候
。
秋
中
ハ
と
楽
し
ミ
申
候
。

例
之
取
込
、
早
々
頓
首
。

六
月
十
五
日

懐
へ
剃
毛
落
ち
り
し
暑
か
な
（
ほ
か
二
句
）

な
ど
、
御
一
笑
可
被
下
候
。

＊
以
下
、
別
紙
二
白
は
省
略

と
い
う
文
面
か
ら
、
そ
の
頃
ま
で
は
如
舟
と
の
対
面
は
な
く
、
秋
に
は
貴
地

へ
行
脚
、
お
目
に
掛
か
り
存
分
に
風
話
し
た
い
と
の
返
答
だ
が
、
ほ
ん
の
挨

拶
に
過
ぎ
ず
、
訪
問
の
熱
意
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
、

（
宛
名
表
書
き
）

其
雲
様

烏
明

先
達
は
御
芳
書
忝
披
見
仕
候
。
愈
御
揃
御
清
栄
珍
重
之
事
ニ
御
坐
候
。
当

方
無
異
罷
在
候
。
且
卯
月
分
ひ
ら
き
遣
し
申
候
。
五
月
も
追
付
ひ
ら
き
申

候
。

一
、
御
城
内
ハ
諸
君
皆
々
御
出
情
甚
き
中
も
相
殖
へ
大
幸
之
御
事
、
町
方

ハ
去
年
中
、
集
遣
申
候
へ
ど
も
、
一
向
ニ
そ
の
挨
拶
さ
へ
な
し
。
余
な
失

礼
之
御
事
ど
も
ニ
御
坐
候
。
埒
も
な
き
俳
諧
に
迷
ひ
、
本
道
を
失
ひ
候
事
、

気
之
毒
、
そ
れ
も
好
〳
〵
な
れ
バ
、
あ
へ
て
咎
る
事
ニ
て
も
無
之
候
へ
ど

も
、
物
を
得
て
挨
拶
な
き
ハ
余
り
な
る
事
ど
も
ニ
御
坐
候
。
眠
花
子
な
ど

御
助
声
、
い
く
ら
文
通
申
て
も
返
書
な
し
。
お
か
し
か
ら
ぬ
御
事
ニ
御
坐

候
。
頓
首
。

六
月
朔

か
ゝ
る
日
に
隠
し
と
け
け
り
氷
室
守
（
ほ
か
三
句
）

マ
マ

右
、
御
笑
舎
可
被
下
候
。

御
同
苗
様
へ
宜
敷
頼
上
候
。
ま
た
も
頼
母
し
き
ハ
貴
丈
ひ
と
り
、
句

合
ど
も
御
事
、
甚
感
心
、
此
上
御
出
情
相
待
申
候
。
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の
書
簡
に
な
る
と
、
沼
田
連
中
の
失
礼
な
態
度
に
苛
立
ち
を
隠
せ
な
い
と

い
っ
た
文
面
へ
と
一
変
す
る
。
年
代
不
明
な
が
ら
、
白
雄
の
破
門
を
機
に
門

人
内
に
動
揺
が
走
っ
た
時
期
、
安
永
六
、
七
年
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ

と
も
頼
り
に
な
る
白
雄
を
失
い
、
門
人
た
ち
の
帰
属
意
識
が
希
薄
化
し
て
い

る
こ
と
を
痛
感
し
た
烏
明
は
月
次
句
合
に
も
力
を
入
れ
、
地
方
と
の
連
絡
を

密
に
し
、
組
織
強
化
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
右
の
書
簡
で
真
っ
先
に

月
次
句
合
の
開
巻
に
触
れ
て
い
る
の
も
そ
の
表
れ
で
、
集
の
受
取
に
つ
い
て

は
後
回
し
と
な
っ
て
い
る
。

松
露
庵
の
歳
旦
帖
で
は
旦
暮
各
一
句
、
年
一
回
刊
行
の
月
次
集
で
は
「
月

次
定
連
」
と
し
て
江
戸
及
び
諸
国
門
人
の
近
詠
―
―
古
老
・
幹
部
級
は
二
句
、
そ

れ
以
外
は
一
句
―
―
、
連
外
と
し
て
諸
国
の
名
家
・
詞
友
の
文
音
各
一
句
を
巻

末
に
付
録
す
る
の
が
基
本
形
で
、
他
派
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
。
歳
旦
帖
と

年
一
回
の
月
次
集
で
は
熱
心
な
門
人
に
と
っ
て
は
物
足
ら
ず
、
逆
に
不
熱
心

な
門
人
に
と
っ
て
は
疎
遠
で
、
落
伍
し
が
ち
と
な
る
。
月
毎
に
催
す
月
次
句

合
で
は
作
者
と
判
者
間
に
定
期
的
な
応
募
句
の
遣
り
取
り
が
必
須
と
な
り
、

そ
れ
に
点
数
勝
負
を
争
う
と
い
う
刺
激
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
二
月
十
二
日
、
日
本
橋
本
石
町
か
ら
出
火
、
霊

巌
島
・
深
川
ま
で
延
焼
（『
増
訂
武
江
年
表
』）。
こ
の
時
、
浮
世
小
路
の
松
露

庵
も
類
焼
し
、
門
人
・
詞
友
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
旦
暮
組
題
・
春
興
な
ど
、
上

梓
直
前
の
歳
旦
帖
が
烏
有
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
門
人
た
ち
の
援

助
で
さ
さ
や
か
な
が
ら
庵
は
再
建
、
追
々
届
く
門
人
・
詞
友
ら
の
近
詠
句
で

月
次
集
『
松
露
庵
随
筆
』
を
編
集
、
年
末
ま
で
に
刊
行
す
る
が
、
急
遽
、
烏

明
自
身
の
試
筆
・
春
興
各
一
章
を
巻
頭
に
据
え
、
続
い
て
前
半
に
そ
の
年
の

月
次
句
合
か
ら
毎
月
の
高
点
句
を
抜
粋
収
録
―
―
間
に
伊
勢
松
阪
連
中
魚
淵
の
訃

報
、
庵
主
の
南
総
紀
行
な
ど
を
挟
む
―
―
、
参
加
者
の
励
み
と
し
た
。
そ
の
内
に

沼
田
連
中
は
睦
月
は
な
く
、
如
月
は
眠
花
ら
３
名
、
弥
生
は
麦
泉
・
風
之
、

卯
月
は
其
雲
、
皐
月
は
風
之
ら
４
名
、
水
無
月
は
春
路
（
江
都
）、
文
月
は

風
之
、
閏
月
は
其
雲
と
春
路
（
江
都
）、
葉
月
は
春
路
（
江
都
）
と
柏
志
・
其

雲
が
そ
れ
ぞ
れ
交
じ
り
、
末
尾
に
「
菊
月
よ
り
の
撰
は
い
ま
だ
な
れ
ば
、
来

る
年
の
集
に
と
し
ば
ら
く
筆
を
さ
し
置
ぬ
」
と
付
記
、
次
年
度
以
降
の
収
録

続
行
を
予
告
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
窮
余
の
一
策
が
功
を
奏
し
、
以
後
も
同
じ
編
成
で
月
次
集
『
松

露
庵
随
筆
』
を
続
刊
、
同
派
月
次
集
の
定
型
と
な
っ
て
い
く
。
と
は
い
え
、

右
の
書
簡
を
見
る
限
り
、
当
初
の
反
応
は
思
い
通
り
に
い
か
ず
、
地
方
の
門

人
た
ち
に
送
っ
て
も
反
応
は
に
ぶ
く
、
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
の
原
因
は

集
そ
の
も
の
よ
り
も
白
雄
の
破
門
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
か

つ
て
松
露
庵
の
侍
瓶
（
執
事
）
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
古
慊
―
―
信
州
戸
倉
住

―
―
は
白
雄
第
一
の
高
弟
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
ち
ら
側
に
も
つ
か
ず
、
そ

の
煮
え
切
ら
な
い
態
度
に
白
雄
の
怒
り
を
買
っ
た
と
い（
６
）う。

沼
田
の
方
で
も
同
じ
戸
惑
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
安
永
七
年
頃
と
思

わ
れ
る
書
簡
に
、

（
宛
名
表
書
き
）

如
舟
様
／
其
雲
様

烏
明

暫
御
左
右
も
不
承
候
。
愈
御
清
栄
、
珍
重
御
事
ニ
御
坐
候
。
当
方
無
異
罷

在
候
。
例
年
之
通
、
月
次
集
出
来
、
進
上
仕
候
。
い
か
ゞ
。
其
後
ハ
、
一

向
ニ
打
絶
、
御
風
流
不
承
候
ハ
ヾ
、
春
興
御
句
ど
も
、
必
々
相
待
申
候
。

去
年
中
月
次
集
料
、
ふ
と
、
大
か
た
沼
田
迄
被
遣
候
半
か
。
此
方
へ
一
向

ニ
相
達
し
不
申
候
間
、
御
返
書
も
不
申
候
。
漸
此
間
、
其
訳
相
し
れ
申
候

ゆ
へ
、
甚
失
礼
之
御
事
ニ
而
は
御
坐
候
。
万
々
御
返
書
、
必
々
相
待
申
候
。

其
雲
子
、
い
か
ゞ
。
嘸
御
風
流
可
有
御
坐
候
と
存
候
。
来
春
ハ
、
愚
老
も
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杖
を
引
可
申
と
心
が
け
申
候
。
万
々
、
早
々
如
此
ニ
御
坐
候
。
頓
首
。

極
月
五
日

霜
寒
し
枕
念
仏
ハ
誰
家
ぞ
（
ほ
か
三
句
）

右
、
御
笑
可
被
下
候
。

と
互
い
の
遣
り
取
り
も
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
る
様
子
で
、
口
先
で
期
待
さ
せ

て
来
た
沼
田
訪
問
も
実
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
情
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
く
。

双
林
寺
の
「
鳥
酔
翁
冢
」
建
立
が
白
井
連
中
か
ら
報
じ
ら
れ
た
か
ど
う
か

は
不
明
だ
が
、
そ
の
半
月
後
の
安
永
八
年
仲
秋
、
烏
明
は
前
橋
の
詞
友
素
輪

に
上
毛
訪
問
の
予
定
を
報
じ
る
。

…
…
良
夜
い
か
ゞ
御
覧
被
成
候
哉
、
御
風
流
承
度
候
。
良
夜
の
小
篇（
進
）
を

上
申
候
。
い
つ
も
〳
〵
お
か
し
か
ら
ぬ
事
に
て
御
座
候
。

翁
塚
御
造
立
の
由
、
甚
深
き
思
召
之
御
事
と
も
感
じ
申
候
。
小
冊
御
心
が

け
御
尤
ニ
御
座
候
。

野
子
も
来
月
は
じ
め
、
高
崎
・
沼
田
辺
行
脚
可
致
心
が
け
に
て
候
。
余

り
〳
〵
久
々
上
毛
之
地
へ
参
り
不
申
候
。
夫
ゆ
へ
思
ひ
立
申
候
。
若
其
節

相
廻
り
候
ハ
ヾ
、
御
風
交
可
被
下
候
。
書
外
早
々
頓
首
。

葉
月
十
五
日

待
宵
や
雨
ハ
常
ふ
る
空
な
が
ら
（
ほ
か
二
句
）

本
多
夏
彦
氏
の
連
載
「
三
日
月
素
輪
」
十
二
（『
上
毛
及
び
上
毛
人
』
２７７
所
収
）

で
素
輪
と
鳥
酔
・
烏
明
の
交
流
を
考
察
、
そ
の
な
か
で
紹
介
す
る
九
通
の
烏

明
書
簡
の
最
後
の
も
の
だ
が
、
本
多
氏
は
「
翁
塚
」
を
前
橋
正
幸
寺
の
句
碑

と
推
定
、そ
れ
が
安
永
八
年
の
建
立
な
の
で
書
簡
も
そ
の
年
の
も
の
と
な
り
、

「
岐
蘇
路
の
記
行
」
の
行
実
が
「
実
に
ぴ
つ
た
り
と
前
述
せ
る
処
と
符
合
す

る
」
と
考
証
結
果
を
披
瀝
さ
れ
て
い
る
。

右
の
書
簡
に
よ
り
出
立
は
九
月
は
じ
め
と
判
明
、
烏
明
は
高
崎
・
渋
川
か

し
ろ
い

ら
沼
田
道
（
三
国
往
還
裏
街
道
）
を
白
井
宿
に
入
り
、
中
之
峠
を
越
え
て
十
八

坂
・
七
曲
を
「
十
月
の
紅
葉
ふ
み
わ
く
山
路
哉
」
と
辿
り
、
利
根
川
に
架
か

る
戸
鹿
野
の
長
橋
を
「
水
凄
し
苔
す
ら
枯
て
橋
ば
し
ら
」
と
渡
り
、
沼
田
城

下
に
漸
く
杖
を
休
め
、
久
闊
を
叙
し
た
。
帰
途
に
は
白
井
連
中
は
勿
論
、
素

輪
に
報
じ
た
通
り
前
橋
の
木
兎
庵
に
も
寄
り
、
高
崎
で
は
平
花
庵
連
中
雨
什

ら
と
芭
蕉
忌
の
俳
席
を
共
に
し
た
（「
岐
蘇
路
の
記
行
」）。

白
雄
は
、
翌
九
年
（
一
七
八
〇
）
二
月
、
い
よ
い
よ
江
戸
に
帰
還
、
日
本

橋
近
く
の
鉄
砲
町
に
春
秋
庵
を
営
む
。
早
速
、
四
方
八
方
の
門
友
に
書
信
で

参
加
を
呼
び
掛
け
て
月
次
句
合
「
春
秋
庵
月
次
」（
四
題
）
の
発
行
を
開
始

す
る
。
し
か
し
、
は
か
ば
か
し
く
句
が
集
ま
ら
ず
、
四
月
は
１２７
名
、
五
月
は

１１６
名
だ
っ
た
。
月
次
集
『
春
秋
稿
』
初
編
（
同
年
十
二
月
刊
）
の
編
集
に
も
着

手
、
漸
く
上
梓
に
至
っ
た
が
、
や
は
り
苦
戦
し
、
入
集
句
の
多
く
を
旧
作
で

間
に
合
わ
せ
、
体
裁
を
繕
う
こ
と
に
な
っ
た
―
―
詳
し
く
は
矢
羽
著
『
俳
人
加
舎

白
雄
伝
』
参
照
―
―
。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
十
二
月
、
左
部
家
に
宛
て
ら

れ
た
白
雄
書
簡
、

其
雲
／
西
郊
様

春
秋
庵

寒
気
之
砌
、
御
安
康
珍
重
奉
存
候
。
春
秋
稿
三
編
開
板
候
間
、
致
進
上
申

候
。
加
入
之
体
趣
、
御
心
ニ
叶
候
ハ
ヾ
本
望
。
猶
、
春
興
御
秀
作
、
と
く

〳
〵
奉
待
候
。
以
上
。

臘
月
五
日

マ
マ

二
白

几
辺
、
昨
今
風
邪
ニ
而
伏
、
枕
之
仕
合
、
無
是
悲
代
筆
、
御
用

捨
可
被
下
候
。
以
上
。

が
矢
羽
編
『
増
補
改
訂

加
舎
白
雄
全
集
』（
下
巻
）
に
収
め
ら
れ
、
そ
の
解
説
に
よ

れ
ば
、『
春
秋
稿
』
初
編
に
は
白
雄
の
配
慮
に
よ
り
如
舟
・
其
雲
・
西
郊
が
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入
集
、
し
か
し
、
二
編
（
天
明
二
年
刊
）
に
は
西
郊
の
み
、
三
編
（
翌
三
年
刊
）

に
は
其
雲
・
西
郊
が
入
集
す
る
も
の
の
、
以
後
は
姿
を
消
す
と
い
う
。

明
和
以
来
の
沼
田
連
中
は
松
露
庵
主
烏
明
を
見
捨
て
て
白
雄
に
な
び
く
訳

に
も
い
か
ず
、
事
態
が
沈
静
化
す
る
ま
で
距
離
を
置
き
、
静
観
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
書
簡
の
文
面
を
見
る
限
り
、
渦
中
の
烏
明
・
白
雄
に
は
そ
う
し
た

地
方
門
人
の
心
情
が
察
知
出
来
ず
、
緩
慢
な
反
応
に
焦
燥
を
募
ら
せ
た
の
で

あ
る
。

旧
蔵
資
料
に
含
ま
れ
る
門
人
巨
計
・
此
君
と
唱
和
し
た
白
雄
の
春
興
三
ツ

物
摺
物
三
枚
組
「
天
明
二
歳
／
春
興
」（
袋
題
）
は
、
恐
ら
く
前
引
の
書
簡

と
と
も
に
白
雄
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
白
雄
離
脱
の
経

緯
を
説
明
す
る
た
め
み
ず
か
ら
遠
路
来
訪
し
た
烏
明
の
熱
意
に
ほ
だ
さ
れ
、

如
舟
ら
沼
田
連
中
の
多
く
は
松
露
庵
派
に
踏
み
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

四

丈
左
一
枚
摺
と
北
毛
俳
壇

左
部
家
旧
蔵
の
松
露
庵
派
一
枚
摺
に
つ
い
て
は
既
に
旧
稿
で
解
説
、
所
見

を
述
べ
た
。
１
の
巴
陵
一
枚
摺
（
雲
英
文
庫
蔵
）
は
、
既
述
の
ご
と
く
、
明

和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
改
号
し
た
披
露
と
宗
匠
披
露
を
兼
ね
て
の
も
の
と

お
も
わ
れ
、
指
導
下
に
あ
っ
た
如
舟
の
俳
諧
活
動
も
ほ
ぼ
そ
の
頃
か
ら
と
な

る
。
以
下
、
と
く
に
注
目
す
べ
き
丈
左
関
連
の
一
枚
摺
に
焦
点
を
絞
っ
て
考

察
を
進
め
た
い
―
―
一
枚
摺
り
に
付
し
た
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
旧
稿
で
振
っ
た
番
号
で
あ

る
―
―
。

１５
下
総
国
溝
原
（
旭
市
）
住
、
日
想
庵
巴
蓼
の
追
悼
摺
物
は
や
や
小
ぶ
り

の
横
半
切
、
寛
政
元
年
林
鐘
（
六
月
）
の
奥
。
巴
蓼
は
も
と
蓼
太
門
で
、
天

明
八
年
（
一
七
八
八
）
霜
月
二
十
六
日
没
。
辞
世
吟
、
地
元
連
の
悼
句
、
江

戸
松
露
庵
裡
の
春
圃
・
祖
風
の
悼
句
、
存
阿
と
烏
明
の
追
悼
句
文
を
収
め
る
。

存
阿
も
松
露
庵
裡
の
詞
宗
で
、
沼
田
へ
は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
秋
に
来

遊
、
如
舟
・
其
雲
・
西
郊
と
そ
れ
ぞ
れ
歌
仙
を
両
吟
し
て
い
る
の
で
（
前
出

『
俳
山
亭
文
庫
書
目
解
説
』）、
そ
の
折
、
持
参
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
帰
府
後
、

存
阿
は
以
下
の
よ
う
な
書
簡
を
送
っ
て
来
て
い
る
。

尚
〳
〵
如
舟
様
・
西
郊
様
は
じ
め
、
御
家
内
へ
よ
ろ
し
く
御
伝
声
可
被

下
候
。

爾
来
絶
音
問
候
。
弥
貴
家
御
清
寧
被
成
御
坐
候
旨
承
り
、
大
慶
奉
存
候
。

先
年
は
罷
こ
し
、
寛
々
御
風
交
、
殊
ニ
御
厚
志
之
御
世
話
、
忝
仕
合
奉
存

候
。
野
生
入
湯
後
、
至
而
多
病
ニ
相
成
候
故
、
引
篭
罷
有
候
。
風
流
不
任

心
候
。
隠
者
之
命
、
可
惜
所
ニ
は
無
之
候
へ
共
、
百
哥
仙
満
尾
ま
で
ハ
と

旦
暮
薬
用
い
た
し
候
。
百
哥
仙
中
、
別
而
貴
子
之
御
巻
勝
レ
申
候
様
相
見

候
。
其
後
骨
折
候
得
共
、
病
労
不
及
力
候
。
此
節
丈
左
坊
引
杖
、
是
も
小

子
同
門
之
人
ニ
候
。
よ
ろ
し
く
御
風
話
奉
希
候
。
心
事
難
尽
筆
紙
、
猶
期

後
音
候
。
頓
首
。

三
月
十
日

存
阿

其
雲
様

僻
章

白
梅
は
花
や
か
な
ら
ぬ
さ
か
り
哉
（
ほ
か
三
句
）

な
ど
申
捨
候
。
此
外
麁
章
共
有
之
候
へ
共
、
貴
子
は
発
句
き
ら
ひ
故
、

も
ら
し
申
候
。
何
卒
得
快
気
、
再
罷
こ
し
、
連
句
之
御
章
々
承
度
候
。

「
丈
左
坊
引
杖
」
と
あ
る
か
ら
寛
政
三
年
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
其
雲
が
発

句
嫌
い
で
連
句
上
手
だ
っ
た
こ
と
を
伝
え
、
興
味
深
い
。
存
阿
は
、
こ
の
後
、

無
仏
庵
存
亜
と
改
号
、
銚
子
に
流
寓
、
文
化
二
年
四
月
二
十
日
に
没
す
る

（『
銚
子
市
史
』）。
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１６
は
高
崎
住
、
平
花
庵
雨
什
（
５２
）
が
判
者
披
露
を
し
た
折
の
摺
物
。
寛

政
三
年
（
一
七
九
一
）
三
月
の
柳
居
句
に
よ
る
脇
起
こ
り
百
韻
（
表
八
章
）、

雨
什
・
烏
明
の
賀
の
句
文
、
松
露
庵
裡
の
祖
風
・
丈
左
・
存
阿
、
高
崎
連
の

各
一
章
、
平
花
庵
執
事
２
名
の
奥
書
を
収
め
る
。
東
下
し
た
丈
左
が
初
出
す

る
。
以
下
、
１９
は
「
辛
亥
（
寛
政
三
年
）
冬
」
の
奥
で
、
丈
左
を
迎
え
て
美

か
ん
な
り

知
彦
（
道
彦
）
ら
仙
台
連
が
催
し
た
摺
物
。
２３
金
成
（
宮
城
県
栗
原
郡
金
成
町
）

連
、調
友
改
巾
羅
の
四
十
賀
と
改
号
披
露
を
兼
ね
た
寛
政
四
年
の
春
興
摺
物
。

巾
羅
の
年
賀
句
に
丈
左
と
地
元
連
が
付
け
た
表
八
章
、
息
調
琶
と
丈
左
の
年

賀
句
文
、
後
半
春
興
に
地
元
連
ら
、
巻
軸
が
「
洛
丈
左
房
」
の
句
文
。
２８
は

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
初
夏
、
水
沢
（
岩
手
県
）
栗
下
庵
連
の
一
枚
摺
で
、

「
夏
詠
」
と
題
。
巻
軸
は
「
洛
丈
左
房
」。
３０
は
寛
政
五
年
九
月
奥
で
、
丈

左
が
芭
蕉
百
回
忌
に
金
成
連
と
協
力
し
あ
い
芭
蕉
堂
を
建
て
た
折
の
摺
物
。

芭
蕉
句
に
よ
る
丈
左
房
ら
の
脇
起
こ
り
一
順
、
判
者
を
免
許
さ
れ
た
調
琯
房

和
応
と
丈
左
房
一
無
の
句
文
を
収
め
る
。
３１
は
寛
政
五
年
暮
秋
、
帰
途
に
つ

く
丈
左
の
た
め
に
金
成
連
が
催
し
た
送
別
摺
物
。『
奥
の
し
ほ
り
』
の
編
集

を
成
し
遂
げ
翁
塚
を
造
立
し
た
旨
を
記
し
、
巻
軸
に
丈
左
房
を
据
え（
７
）る。

『
奥
の
し
ほ
り
』
に
寄
せ
ら
れ
た
烏
明
の
序
（
寛
政
三
年
冬
）
や
丈
左
の

薙
髪
の
文
に
よ
る
と
、
丈
左
は
京
都
の
人
で
、
淡
々
に
俳
諧
の
手
ほ
ど
き
を

ゆ
る

受
け
、
そ
の
後
丈
石
に
入
門
、
二
十
年
以
前
、
判
者
を
免
さ
れ
た
と
い
う
。

と
そ
う
こ
う
り

芭
蕉
を
慕
っ
て
抖
擻
行
李
の
志
や
ま
ず
、
五
十
歳
の
時
、
家
督
を
息
に
譲
っ

て
官
を
辞
し
、
寛
政
三
年
春
、
旧
知
烏
明
を
頼
っ
て
東
下
、
松
露
庵
に
杖
を

休
め
た
後
、
沼
田
ほ
か
関
東
各
地
を
一
年
ほ
ど
遊
歴
、
九
月
十
六
日
、
常
陸

ち
は
つ

国
の
延
方
（
潮
来
町
）
で
薙
髪
、
そ
の
後
、『
奥
の
細
道
』
の
跡
を
辿
り
松
島
・

象
潟
を
周
遊
し
、
帰
途
、
金
成
に
暫
し
杖
を
止
め
た
と
い
う
。『
奥
の
し
ほ

り
』
は
半
紙
本
二
冊
、
前
半
に
薙
髪
時
の
自
他
の
賀
章
を
収
め
、
そ
の
中
に

如
舟
・
其
雲
・
西
郊
・
是
牛
・
麦
泉
ら
沼
田
連
中
の
句
も
見
え
る
。
先
々
で

交
流
の
あ
っ
た
諸
家
の
発
句
・
連
句
、
旅
宿
で
尋
ね
ら
れ
て
答
え
た
俳
論
・

作
法
、
届
い
た
文
音
句
、
陸
奥
紀
行
、
金
成
連
や
蕪
村
ら
中
興
名
家
の
句
を

収
め
、
寛
政
四
年
十
月
十
二
日
付
の
小
野
素
郷
（
盛
岡
住
）
お
よ
び
同
年
三

月
付
の
浮
月
房
鉄
船
（
仙
台
住
）
の
跋
が
備
わ
る
。

丈
左
は
、
寛
政
六
年
五
月
、
信
夫
郡
福
島
に
滞
在
中
、
文
字
摺
観
音
堂
に

づ
か

「
早
苗
と
る
」
の
芭
蕉
句
碑
を
建
て
て
記
念
の
『
さ
な
へ
墳
集
』
稿
本
を
奉

納
―
―
帰
京
後
に
刊
行
、
如
舟
・
其
雲
入
集
―
―
、
翌
寛
政
七
年
仲
春
の
松
露
庵
一

枚
摺
３６
「
花
桜
」
に
庵
裡
と
し
て
出
句
し
、
四
月
四
日
の
鳥
酔
二
十
七
回
忌

追
善
興
行
に
は
上
毛
か
ら
句
を
送
っ
て
い
る
か
ら
（
烏
明
編
『
俳
諧
在
し
世

語
』）、
一
旦
、
江
戸
に
寄
っ
た
後
、
上
毛
地
方
を
再
訪
し
、
帰
洛
し
た
こ
と

が
判
か
る
。

旧
蔵
資
料
に
交
じ
っ
て
い
る
丈
左
書
簡
、

（
宛
名
表
書
き
）
其
雲
雅
丈
／
用
書

丈
左
房

こ
の
間
は
御
懇
情
忝
、
今
日
、
是
牛
公
へ
も
ま
い
り
、
悦
申
候
。
万
事
御

礼
は
明
春
可
申
上
候
。
扨
と
ん
と
失
念
之
事
御
ざ
候
。

も
て
行
ん
椀
子
の�
（「
に
」
と
訂
正
）
か
ゝ
る
花
の
影

あ
げ
句
、
甕
の
句
ニ
い
た
し
候
。
是
ハ
直
し
置
候
所
、
も
や
〳
〵
ニ
て
わ

す
れ
申
候
。

忘�
れ�
し�
月�
を�
（「
月
な
き
秋
を
」
と
訂
正
）
思
ひ
出
す
春

と
御
直
し
可
被
下
候
。
大
事
の
事
ニ
御
ざ
候
ゆ
へ
、
又
〳
〵
申
上
候
。
か

し
く
。

麦
泉
丈
を
い
づ
る
の
日
、
老
年
を
申
述
て
、

い
と
ひ
ま
せ
雪
の
足
踏
も
年
の
上
（
ほ
か
三
句
）
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御
笑
捨
〳
〵
。

は
、
是
牛
が
高
平
（
沼
田
市
内
）
住
、
麦
泉
が
沼
田
下
之
町
住
、
笹
屋
、
原

沢
十
兵
衛
、
と
も
に
烏
明
門
の
作
者
な
の
で
、
沼
田
滞
在
中
の
書
簡
と
な
る
。

（
封
表
書
き
）
上
毛
奈
良
村
／
如
舟
様
／
其
雲
様

要
用

丈
左
房

（
封
裏
書
き
）
七
月
十
一
日
発
／
〆
（
朱
印
「
丈
左
」）

自
京
都

（
宛
名
表
書
き
）

其
雲
様

時
分
柄
残
暑
甚
鋪
御
坐
候
処
、
御
家
内
被
成
御
揃
御
清
栄
、
御
社
中
御
一

統
、
御
同
前
可
被
成
御
坐
、
奉
珍
重
候
。
愚
坊
事
も
、
漸
先
月
五
日
入
洛
、

道
〳
〵
無
拠
留
杖
数
日
御
坐
候
而
、
存
外
之
延
着
、
依
而
御
便
、
御
疎
遠

申
候
。
此
程
草
庵
ニ
移
候
間
、
右
へ
御
便
可
被
下
候
。
さ
て
〳
〵
御
な
つ

か
し
く
覚
候
。
猶
、
追
〳
〵
御
飛
筆
可
得
御
意
与
、
申
残
候
。
取
紛
罷
在
、

以
代
筆
、
如
此
御
坐
候
。
頓
首
。

七
月
十
一
日

丈
左
房
（
花
押
）

如
舟
長
老
玉
案
下
／
其
雲
雅
丈
同
断

尚
々
、
御
家
内
、
御
老
母
始
、
ど
な
た
へ
も
可
然
御
伝
声
可
被
下
候
。
此

程
の
句
、

高
燈
籠
つ
ら
〳
〵
露
の
柱
か
な
（
ほ
か
三
句
）

マ
マ

な
ど
申
舎
候
。

富
小
路
錦
上
ル
町
西
側

岸
丈
左

は
帰
洛
後
の
も
の
。３９
名
月
の
摺
物
は
そ
の
直
後
の
催
し
で
、袋
題
「
良
夜
」。

版
下
、
丈
左
。
入
集
者
は
東
烏
ら
京
の
社
中
１３
名
。「
良
夜
湖
辺
に
遊
び
て
」

と
前
書
き
す
る
丈
左
句
が
巻
軸
。
宛
名
を
欠
く
丈
左
の
送
り
状
に
は
「
秋
の

詞
」
と
題
す
る
三
句
に
つ
づ
き
、「
御
老
人
ニ
も
御
清
栄
ニ
候
や
。
只
な
つ

か
し
く
候
。
愚
老
も
兎
角
帰
京
後
、
病
臥
が
ち
ニ
而
、
扨
々
不
任
存
、
大
ニ

な
つ
か
し
く
覚
候
。
御
た
よ
り
成
候
ハ
ヾ
、
御
申
こ
し
可
然
候
。
頓
首
／
九

月
十
五
日

い
ち
む
」
と
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
前
簡
二
ヶ
月
後
に
発
送

し
た
も
の
。

五
味
可
都
里
書
留
『
諸
家
文
通
発
句
集
』（
池
原
錬
昌
編
『
五
味
可
都
里
と
蟹

守
』
所
収
）
に
よ
る
と
、
そ
の
年
末
に
は
高
倉
姉
小
路
上
ル
所
に
一
無
庵
を

移
し
て
い
る
。
帰
洛
後
病
臥
し
が
ち
だ
と
は
記
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
遊
歴

の
成
果
を
『
奥
の
し
ほ
り
』（
前
出
）
を
手
始
め
に
、
伊
達
郡
（
福
島
県
）
霊

山
の
律
大
に
編
ま
せ
た
『
俳
諧
八
僊
歌
』（
寛
政
七
年
晩
秋
、
丈
左
序
、
闌
更
後
叙
、

『
近
世
俳
諧
資
料
集
成
』
５
に
翻
刻
所
収
）、
自
編
『
花
む
つ
み
』（
寛
政
八
年
自
序
、

同
重
厚
跋
）
お
よ
び
前
出
『
さ
な
へ
墳
集
』（
寛
政
八
年
成
美
序
、
同
自
序
、
寛
政

六
年
竹
冠
跋
）
と
立
て
続
け
に
刊
行
、
俳
諧
宗
匠
と
し
て
の
基
盤
を
確
立
す

る
。
そ
し
て
、
寛
政
七
年
版
の
『
松
露
庵
随
筆
』
に
京
都
の
所
書
き
で
入
集

し
た
の
を
最
後
に
、
松
露
庵
派
の
俳
書
・
摺
物
か
ら
姿
を
消
す
の
で
あ
る
。

二
白

如
舟
様
へ
宜
御
伝
声
、
別
而
頼
上
候
。

一
別
以
来
御
疎
遠
、
御
懐
敷
候
。
時
節
、
薄
暑
ニ
赴
候
所
、
御
家
内
、
御

清
安
奉
歓
喜
候
。
愚
坊
、
今
年
還
暦
ニ
付
小
編
相
催
、
愈
小
冊
、
御
笑
ニ

進
上
申
候
。
誠
ニ
む
か
し
を
思
ひ
出
し
、
此
年
克
々
及
候
事
、
御
笑
ニ
預

ら
ん
と
如
此
ニ
御
坐
候
。
御
家
内
、
御
惣
中
へ
宜
頼
上
候
。
頓
首
。

五
月
十
三
日

一
無
菴
／
丈
左

其
雲
様

此
ほ
ど
の
詞
に
、

ね
ら
ひ
狩
夜
明
て
露
に
火
ハ
燃
る
（
ほ
か
三
句
）

な
ど
御
笑
に
入
候
。

還
暦
賀
集
は
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
杖
の
節
』
で
、
如

舟
・
其
雲
ら
の
句
は
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
書
簡
は
そ
の
頃
の
も
の
。
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か
こ

ほ
か
に
猶
々
書
き
に
老
衰
を
託
っ
た
年
始
状
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）

と
翌
四
年
の
「
一
無
庵
月
次
三
題
」
の
チ
ラ
シ
各
一
枚
と
「
皇都

一
無
庵
春

穐
集
」
の
チ
ラ
シ
（
催
主
社
中
、
書
林
菊
舎
）
一
枚
も
資
料
中
に
混
入
し
て
い

る
。
丈
左
が
『
俳
諧
発
句
題
苑
集
』（
中
本
五
冊
、
陸
奥
南
陽
・
律
大
校
合
、
自
序
、

寛
政
十
一
年
刊
）
と
い
う
大
部
な
類
題
集
を
刊
行
し
た
り
、
京
都
を
核
に
広
域

な
月
次
句
合
を
催
し
、
ま
た
各
地
で
催
さ
れ
た
句
合
の
判
者
活
動
を
展
開
出

来
た
の
も
、
こ
う
し
た
精
力
的
な
行
脚
と
文
通
の
賜
で
あ
っ
た
―
―
丈
左
の
活

動
は
付
録
「
如
舟
ら
入
集
年
表
」
を
参
照
さ
れ
た
い
―
―
。

五

地
元
判
者
書
郊
の
登
場
と
月
次
句
合
の
流
行

寛
政
末
年
に
な
る
と
、
初
江
の
息
松
桂
庵
書
郊
が
判
者
と
な
り
、
沼
田
俳

壇
は
一
気
に
活
性
化
す
る
。「
家
中
由
緒
書
」
に
よ
る
と
、
書
郊
は
安
田
杢

兵
衛
の
次
男
勘
十
郎
で
、
初
江
が
泉
下
直
前
に
願
い
出
て
養
子
と
な
り
、
は

じ
め
十
九
郎
、
の
ち
権
左
衞
門
恭
周
と
称
す
る
。『
沼
田
市
史

通
史
編
２

近
世
』（
２３２
お
よ
び
６４０
ペ
ー
ジ
）
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
、「
見
取
騒
動
」
の
と

き
の
惣
奉
行
で
あ
る
。

旧
蔵
資
料
の
な
か
に
は
、
騒
動
時
の
関
係
文
書
も
含
ま
れ
、
奈
良
村
の
伊

兵
衛
・
善
兵
衛
両
名
に
宛
て
て
、
明
後
日
十
六
日
に
麻
上
下
着
用
の
上
、
朝

い
つ
つ
ど
き

五
時
に
役
所
ま
で
出
頭
せ
よ
と
い
う
中
村
八
郎
左
衞
門
・
真
柄
次
郎
左
衞

門
・
五
十
嵐
権
左
衛
門
の
連
名
に
よ
る
差
紙
（
四
月
十
四
日
付
）
お
よ
び
安
永

十
年
（
一
七
八
一
）
辛
丑
四
月
付
の
奈
良
村
『
田
畑
本
途
／
見
取
／
起
返
見
取

案
内
帳
』（
横
帳
一
冊
）
が
そ
れ
で
、
藩
側
の
惣
奉
行
五
十
嵐
権
左
衛
門＝

書

郊
と
農
民
側
善
兵
衛＝

如
舟
は
増
税
策
を
め
ぐ
っ
て
対
峙
す
る
立
場
に
あ
っ

た
。

天
明
元
年
（
安
永
十
年
四
月
二
日
改
元
）
十
二
月
、
奈
良
村
の
要
右
衛
門
・

た
つ
い
わ

民
右
衛
門
、
立
岩
村
の
佐
七
ら
が
頭
取
（
首
領
）
と
な
り
、
土
見
役
を
務
め

る
村
民
の
家
や
城
門
に
大
挙
し
て
押
し
寄
せ
、
増
税
策
「
見
取
」
の
撤
回
を

要
求
し
た
。
結
果
と
し
て
、
家
老
が
大
坂
城
代
と
し
て
在
番
中
の
藩
主
の
許

可
を
得
て
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
四
月
二
日
、
藩
は
各
村
の
名
主
た
ち

に
「
見
取
」
中
止
を
告
知
し
た
。

し
か
し
、
藩
で
は
騒
動
の
頭
取
が
誰
か
内
偵
を
進
め
、
五
月
二
十
六
日
か

ら
騒
動
に
加
わ
っ
た
農
民
た
ち
を
順
次
、
役
所
に
召
喚
、
二
十
七
日
に
出
頭

し
た
奈
良
村
の
石
田
要
右
衛
門
（
如
舟
の
娘
婿
、
勝
右
衛
門＝

西
郊
の
実
兄
）・
民

右
衛
門
の
二
人
は
取
り
調
べ
の
結
果
、
佐
七
と
と
も
に
頭
取
と
目
さ
れ
、
永

牢
と
な
っ
た
。
そ
の
年
、
如
舟
が
勝
右
衛
門＝

西
郊
を
別
家
さ
せ
た
の
は
累

が
及
ぶ
の
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
各
村
で
は
彼
ら
の
赦
免
を
繰
り
返
し

嘆
願
、
天
明
五
年
秋
、
民
右
衛
門
が
、
翌
六
年
に
佐
七
と
要
右
衛
門
が
出
牢

を
許
さ
れ
た
も
の
の
、
佐
七
と
要
右
衛
門
（
４４
）
の
二
人
は
そ
の
後
ま
も
な

く
絶
命
し
た
。

岸
大
洞
著
『
沼
田
領
代
官
覚
え
書
』（
私
家
版
、
昭
和
四
十
年
）
の
一
覧
表
か

ら
五
十
嵐
権
左
衞
門
恭
周＝

書
郊
の
主
要
事
績
を
抜
粋
す
る
と
、
○
明
和
四

年
（
一
七
六
七
）
２５
歳
の
四
月
、
作
州
代
官
一
ケ
年
詰
め
を
仰
せ
付
け
ら
れ

る
。
○
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
３９
歳
の
七
月
二
十
七
日
、
家
老
月
岡
修
理

勝
澄
に
郡
奉
行
を
任
命
さ
れ
る
。
禄
高
は
五
十
俵
。
そ
の
十
二
月
、「
見
取

騒
動
」
が
起
き
、
翌
二
年
（
一
七
八
二
）
四
月
二
日
、「
見
取
」
を
中
止
。

○
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
十
二
月
、
腫
物
が
重
症
、
お
役
御
免
を
願
う
が
、

取
り
下
げ
。
翌
年
十
二
月
十
一
日
、
願
い
が
叶
う
。
○
天
明
六
年
（
一
七
八

六
）
十
一
月
か
ら
快
癒
し
見
番
所
勤
務
。
○
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
５０
歳

の
九
月
、病
気
の
た
め
隠
居
願
い
を
出
す
が
、取
り
下
げ
。○
文
化
六
年
（
一
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八
〇
九
）
６７
歳
の
正
月
、
病
気
で
隠
居
を
許
さ
れ
、
息
重
九
郎
忠
宜
が
家
督

を
継
ぐ
。
○
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
四
月
七
日
没
、
享
年
７３
。
辞
世
吟

「
迷
は
ず
に
行
か
む
冥
途
の
旅
桜
」（
平
等
寺
墓
碑
）。

俳
諧
の
初
出
は
、明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
烏
明
編
『
己
丑
歳
旦
』
で
、

旦
暮
各
一
章
が
入
集
。
後
掲
『
松
桂
集
』
の
烏
明
序
に
よ
る
と
、
鳥
酔
に
学

ぶ
と
あ
る
か
ら
、
俳
歴
は
さ
ら
に
数
年
遡
り
、
２０
歳
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
。
以

後
、
定
連
と
し
て
歳
旦
・
月
次
集
に
出
句
を
続
け
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇

〇
）
５８
歳
の
頃
、
は
じ
め
て
編
著
『
松
桂（
８
）集』
を
刊
行
す
る
。
烏
明
序
に
よ

れ
ば
、
書
郊
判
の
月
次
句
合
を
主
材
料
と
し
、
前
半
に
地
元
「
月
次
連
」
の

各
二
章
、
つ
い
で
近
在
連
中
の
各
一
章
、「
古
人
の
部
」、
同
門
詞
宗
の
文
音

各
一
章
、
巻
軸
に
松
露
庵
烏
明
と
高
弟
坐
来
の
文
音
四
季
吟
、
最
後
に
自
身

し
も
い

ど

の
四
季
吟
を
据
え
る
。
奥
付
に
「
下
井
土
桂
林
堂
梓
」
と
あ
る
か
ら
地
元
で

の
開
板
で
あ
ろ
う
。
先
の
事
績
に
照
ら
す
と
、
書
郊
は
早
く
か
ら
官
を
辞
し
、

風
流
の
世
界
に
遊
び
た
か
っ
た
よ
う
で
、
烏
明
序
に
よ
る
と
隠
居
以
前
か
ら

近
隣
初
学
を
指
導
、
判
者
活
動
も
始
め
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
見

取
騒
動
」
以
後
も
、

（
宛
名
表
書
き
）
奈
良
／
蓼
化
様

書
郊

残
暑
強
候
へ
共
、
御
揃
愈
無
御
障
御
凌
、
珍
重
御
事
ニ
御
座
候
。
然
ば
、

庚
申
寺
俳
席
、
久
々
打
絶
候
ニ
付
、
来
ル
十
日
、
相
催
候
間
、
何
卒
、
四

ツ
時
、
揃
御
出
会
可
被
下
候
。
尤
、
此
度
は
、
付
合
并
探
題
発
句
も
い
た

し
候
積
ニ
御
座
候
。
何
分
、
御
出
席
相
待
申
候
。
以
上
。

七
月
四
日

白
雨
の
い
ま
だ
に
残
る
暑
か
な

右
、
御
一
笑
可
被
下
候
。

な
ど
と
左
部
家
の
人
々
や
近
在
作
者
と
の
風
交
は
続
き
、
文
化
期
以
降
、
北

毛
俳
壇
は
地
元
判
者
書
郊
の
登
場
を
機
に
い
よ
い
よ
活
性
化
し
て
い
く
。
そ

の
具
体
相
は
付
録
の
「
如
舟
ら
入
集
年
表
」
を
参
照
さ
れ
た
い
―
―
な
お
、
沼

田
連
中
の
月
次
句
合
は
表
八
章
合
（
連
句
）
と
セ
ッ
ト
で
催
さ
れ
る
の
が
恒
例
だ
っ
た
よ
う

で
あ
る
―
―
。

注

（
１
）
「
広
報
ぬ
ま
た
」（
平
成
２２
・
７
・
１
）
所
収
「
ぬ
ま
た
歴
史
探
訪

48

温
情
の
代
官
五
十
嵐
十
九
郎
忠
俶
の
墓
」
参
照
。

（
２
）
素
輪
書
留
『
俳
人
名
録
』（『
関
東
俳
諧
叢
書
』
３２
所
収
）
に
よ
る
。
た

だ
し
、『
沼
田
藩
土
岐
氏
家
中
由
緒
書
』（
沼
田
市
教
育
委
員
会
編
、
二
〇
〇

七
年
）
で
検
索
し
た
け
れ
ど
も
、
該
当
す
る
人
物
を
発
見
出
来
な
か
っ

た
。

（
３
）
眠
花
は
沼
田
町
の
人
。
春
路
編
『
俳諧

は
る
の
遊
び
』（
明
和
七
年
刊
）

に
初
出
、
以
後
、
寛
政
末
年
ま
で
松
露
庵
派
の
俳
書
に
入
集
。

（
４
）
和
田
健
一
氏
「
白
井
鳥
酔
と
句
碑
の
検
討
―
最
大
山
双
林
寺
の
鳥
酔
翁
冢

を
中
心
に
―
」（『
群
馬
歴
史
民
俗
』
３３
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）。

（
５
）
句
は
安
永
二
年
九
月
、
奥
羽
行
脚
中
、
象
潟
で
の
作
。
真
蹟
が
数
点

伝
わ
り
、
矢
羽
勝
幸
著
『
俳
人
加
舎
白
雄
伝
』
で
は
、
筆
者
蔵
の
本
点

を
天
明
初
年
の
揮
毫
と
す
る
。

（
６
）
矢
羽
勝
幸
著
『
俳
人
加
舎
白
雄
伝
』（
６２３
ペ
ー
ジ
）
参
照
。

（
７
）
井
上
隆
明
氏
「
丈
左
房
一
無
の
金
成
芭
蕉
堂
」（『
東
北
・
北
海
道
俳
諧

史
の
研
究
』
新
典
社
、
平
成
十
五
年
）
参
照
。

（
８
）
『
群
馬
県
史

資
料
編
１２

近
世
４

北
毛
地
域
２
』（
昭
和
五
十
七

年
）「
五
四
九
」
に
翻
刻
所
収
。
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如
舟
ら
入
集
年
表

明
和
５
年
（１７６８

）
そ
の
き
さ
ら
ぎ

鳥
酔
編

＊
奈
良
如
舟

明
和
６
年
（１７６９
）
己
丑
歳
旦

烏
明
編

＊
如
舟

同

三
之
日
庵
（
巴
陵
）
判
百
韻
脇
起

＊
孟
春
、
如
舟
亭
興
行

同

舞
三
台

高
崎
連
催

烏
明
ら
評

＊
ナ
ラ
如
舟
、
四
時
五
評
四
題

明
和
７
年
（１７７０

）
庚
寅
歳
旦

烏
明
編

＊
如
舟

同

は
る
の
遊
び

春
路
編

＊
如
舟

同

武
埜
談
笑

烏
明
編

＊
奈
良
如
舟

同

第
壬
六
八
句
合

評
者
未
詳

＊
惣
連
二
十
二
子
、
如
舟
２２
点

明
和
８
年
（１７７１

）
辛
卯
歳
旦

烏
明
編

＊
如
舟

こ
の
頃
か

菊
月
廿
五
日
／
哥
仙

春
路
評

＊
如
舟
十
四
点
、
勝
大
冶

安
永
元
年
（１７７２

）
蓑
の
う
ち

烏
明
編

＊
如
舟

安
永
２
年
（１７７３

）
古
に
し
夢

烏
明
編

＊
如
舟

同

帒
表
紙

志
ら
尾
編

＊
上
州
沼
田
如
舟

安
永
３
年
（１７７４

）
ふ
た
つ
の
文

烏
明
編

＊
奈
良
如
舟
・
其
雲

安
永
４
年
（１７７５

）
歳
旦

孚
石
編

＊
奈
良
如
舟

同

涅
槃
像

孚
石
編

＊
奈
良
如
舟

同

は
て
し
ば
紀
行

烏
明
編

＊
如
舟

す
で
に

同

既
七
と
せ

烏
明
編

＊
如
舟

こ
の
頃

四
季
句
合

其
雲
ら
催
白
尾
坊
評

＊
如
舟
・
其
雲

同

「
い
か
め
し
き
」百
韻

如
舟
・
其
雲
ら
催

白
尾
坊
評

安
永
５
年
（１７７６

）
丙
申
歳
旦

孚
石
編

＊
奈
良
如
舟

同

二
季
の
あ
し
た

烏
明
編

＊
如
舟
・
其
雲

同

詞
友
於
松
露
庵
夜
話

大
至
編

＊
上
毛
如
舟

安
永
７
年
（１７７８

）
松
露
庵
随
筆

烏
明
編

＊
上
毛
沼
田
如
舟
・
其
雲

同
じ
頃

四
季
の
く
さ
〴
〵

烏
明
編

＊
如
舟

安
永
８
年
（１７７９

）
歳
旦

孚
石
編

＊
如
舟

安
永
９
年
（１７８０

）
は
る
の
興

孚
石
編

＊
奈
良
如
舟

同

春
秋
稿

初
編

白
雄
編

＊
上
毛
奈
良
如
舟
・
其
雲
・
西
郊

同

松
露
庵
随
筆

烏
明
編

＊
奈
良
如
舟
・
其
雲

同

俳
諧
木
槿
塚

李
叟
編

＊
上
毛
奈
良
如
舟
・
其
雲

天
明
元
年
（１７８１

）
松
露
庵
随
筆

烏
明
編

＊
奈
良
如
舟

＊
其
雲
、
４
月
と
安
永
９
年
９
〜
１１
月
分
の
月
次
句
合
と
月
次
他
郷
に
入
集

同

四
季
供
養

烏
明
編

＊
奈
良
其
雲

天
明
２
年
（１７８２

）
松
露
庵
随
筆

烏
明
編

＊
奈
良
如
舟
・
其
雲

同

春
秋
稿

二
編

白
雄
編

＊
西
郊

天
明
３
年
（１７８３

）
松
露
庵
随
筆

烏
明
編

＊
奈
良
如
舟
・
其
雲

同

あ
さ
よ
も
ぎ

柴
居
編

＊
奈
良
其
雲

同

春
秋
稿

三
篇

白
雄
編

＊
奈
良
其
雲
・
西
郊

天
明
４
年
（１７８４

）
松
露
庵
随
筆

烏
明
編

＊
奈
良
如
舟
、
閏
睦
月
分
の
月
次
句
合
と
月
次
他
郷
の
部
に
入
集

＊
上
毛
奈
良
其
雲
、
４
月
分
の
月
次
句
合
と
月
次
他
郷
の
部
に
入
集

同

亀
足
集

二

烏
明
評

＊
其
雲
、
１１
月
分
、
臘
月
廿
日
開
巻

天
明
５
年
（１７８５

）
亀
足
集

二
十
六

烏
明
評

＊
上
州
奈
良
如
舟
、２
月
開
巻

天
明
７
年
（１７８７

）
亀
足
集

四
十
三

烏
明
評

＊
上
毛
奈
良
如
舟
、
１１
月
分
の
月
次
句
合

天
明
８
年
（１７８８

）
松
露
庵
随
筆

烏
明
編

＊
奈
良
如
舟
・
其
雲

寛
政
元
年
（１７８９

）
松
露
庵
随
筆

烏
明
編

＊
奈
良
如
舟
、
天
明
８
年
１１
月
分
の
月
次
句
合
に
、
其
雲
、
月
次
他
郷
の
部
に
入
集

同

行
秋
歌
仙
巻
ほ
か
（『
俳
山
亭
文
庫
書
目
解
説
』）
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①
「
行
秋
」
の
巻

＊
如
舟
・
存
阿

②
「
草
の
花
」
の
巻

＊
存
阿
・
西
郊

③
「
櫓
の
声
」
春
雨
歌
仙
の
巻

＊
其
雲
・
存
阿

寛
政
２
年
（１７９０

）
松
露
庵
随
筆

烏
明
編

＊
奈
良
如
舟
・
其
雲

寛
政
３
年
（１７９１
）
松
露
庵
随
筆

烏
明
編

＊
奈
良
如
舟
・
其
雲

同

亀
足
集

二
十
三

烏
明
評

＊
其
雲
、５
月
分
の
月
次
句
合

同

俳
諧
談
言
史

烏
明
編

＊
奈
良
如
舟
・
其
雲

同

脇
起
歌
仙
合

沼
田
社
中
催

烏
明
評
＊
其
雲
、２
月
１０
日
開
巻

寛
政
５
年
（１７９３

）
い
け
の
む
か
し

烏
明
編

＊
奈
良
如
舟
・
其
雲

同

奥
の
し
ほ
り

丈
左
編

＊
上
毛
奈
良
如
舟
・
西
郊
・
其
雲

同

詠
帰
章

素
郷
編

＊
如
舟

同

潮
来
集

一
草
編

＊
上
毛
其
雲

寛
政
７
年
（１７９５

）
在
し
世
語

烏
明
編

＊
上
毛
奈
良
如
舟
・
其
雲

同

松
露
庵
随
筆

烏
明
編

＊
沼
田
奈
良
如
舟
・
其
雲

同

は
な
の
つ
と

鹿
古
編

＊
ナ
ラ
如
舟
・
其
雲

寛
政
８
年
（１７９６

）
松
露
庵
随
筆

烏
明
編

＊
沼
田
如
舟
、
２
月
分
の
月
次
句
合
に
、
上
州
奈
良
其
雲
、
月
次
他
郷
の
部
に
入
集

同

さ
な
へ
墳
集

丈
左
編

＊
上
州
奈
良
其
雲
・
如
舟

同

夏
柳
集
・
秋
な
ゝ
く
さ

烏
明
編

＊
奈
良
如
舟

寛
政
９
年
（１７９７

）
松
露
庵
随
筆

烏
明
編

＊
ぬ
ま
た
如
舟
、
辰
（
８
年
）
７
月
分
の
月
次
句
合
に
入
集

寛
政
１０
年
（１７９８

）
松
露
庵
随
筆

烏
明
編

＊
上
毛
奈
良
其
雲

寛
政
１１
年
（１７９９

）
ひ
と
ゝ
せ
草

雨
什
編

＊
奈
良
如
舟
、
３
・
５
月
分
の
月
次
句
合
に
入
集

同

梅
野
集

以
足
編

＊
奈
良
如
舟
・
其
雲
、蛙
水
７
回
忌

同

俳
諧
発
句
題
苑
集

丈
左
編

＊
上
毛
奈
良
如
舟
・
其
雲

寛
政
１２
年
（１８００

）
頃

松
桂
集

書
郊
編

＊
奈
良
如
舟
・
其
雲

享
和
元
年
（１８０１

）
俳
諧
華
の
終

雨
什
編

＊
上
毛
奈
良
如
舟
、
烏
明
追
善

文
化
元
年
（１８０３

）
松
露
随
筆

坐
来
編

＊
上
毛
奈
良
如
舟
、
６
月
分
句
合
と
月
次
他
郷
の
部
、
其
雲
、
月
次
他
郷
の
部
に
入
集

同

二
月
分
八
章
句
合

社
中
催

書
郊
評

＊
如
舟
・
蓼
化
、
文
化
元
年
３
月
１５
日
開
巻

同

田
向
観
音
堂
奉
納
句
書
留

評
者
不
明

＊
奈
良
如
舟
、
応
募
句
稿
４３
の
鴈
の
句
、
入
集

同

表
八
章
合

連
中
催

書
郊
評

＊
奈
良
如
舟
・
其
雲
・
蓼
化
、
文
化
元
年
神
無
月
２５
日
開
巻

同

入
仏
辞

自
来
編

＊
其
雲

文
化
２
年
（１８０５

）
松
露
随
筆

松
露
庵
（
坐
来
）
編

＊
ぬ
ま
た
如
舟
、
４
月
と
前
年
９
月
分
の
句
合
に
入
集

＊
江
戸
其
雲
、
２
月
・
４
月
・
６
月
・
前
年
９
月
〜
１１
月
分
の
句
合
に
入
集

同

花
野
塚

帒
我
編

＊
ナ
ラ
其
雲
、
花
仙
３
回
忌

同

「
朝
火
吹
」
の
巻

＊
其
雲
・
蓼
化
・
左
南
、
三
吟
歌
仙
（『
俳
山
亭
文
庫
書
目
解
説
』）

こ
の
頃
か

も
と
の
道（
露
慶
記
行
）
東
雲
屋
雞
六
蔵
板
＊
卜
々
庵
其
雲

文
化
３
年
（１８０６

）「
丙寅

一
無
庵
月
次
三
題
」
引
札

＊
翌
「
卯
年
」
の
引
札
は
、
同
版
の
も
の
の
干
支
を
張
り
紙
し
て
墨
書
訂
正

文
化
４
年
（１８０７

）
追
善
四
季
草
花
発
句
合
両
評

書
郊
催

松
露
庵
・
一

無
庵
評

＊
奈
良
如
舟
・
蓼
化
は
松
露
庵
評
に
入
る
。
書
郊
亡
母
（
８０
）
追
善

同

「
梅
の
香
」
脇
起
半
歌
仙
合

無
耳
庵
蓮
阿
評

＊
天
蓼
化
４７
点
、
卯
の
花
月
１５
日
、
於
五
朗
亭
開
巻

こ
の
頃
か

即
吟

丈
左
評

＊
蓼
化
・
其
雲
ら
秋
季
発
句
、
天
蓼
化
３６
点

同

歌
僊

＊
蓼
化
・
左
南
・
其
雲
、
睦
月
十
一
烏

其
雲
亭
興
行

同

月
次
句
合
、
表
八
章
合

社
中
催

書
郊
評

＊
奈
良
如
舟
・
蓼
化
、
４
月
分
か
、
５
月
２１
日
開
巻
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同

表
八
章
合

社
中
催

書
郊
評

＊
如
舟
・
其
雲
・
蓼
化
、神
無
月
１６
日
開
巻

同

歌
仙

一
無
庵
丈
左
判

＊
其
雲
、
後
半
は
天
保
四
年
泡
住
庵
知
二
・
田
川
鳳
朗
両
評
句
合
（
知
二
評
天
、
三
岳
）

同

百
声

上
州
白
井
社
中
催

立
和
評

＊
其
雲
、
江
戸
取
次
一
漁
叟
、
完
来
ら
十
五
評
の
内

文
化
８
年
（１８１１
）
松
之
調

兀
雨
編

＊
上
毛
奈
良
如
舟
、
睦
月
・
午
葉
月
・
菊
月
分
の
月
次
句
合
に
入
集

＊
上
毛
奈
良
露
彦
、
水
無
月
・
午
葉
月
〜
霜
月
の
月
次
句
合
に
入
集

同

閏
二
月
分
表
八
章
合

社
中
催

書
郊
評

＊
奈
良
其
雲
・
露
彦
、
上
久
ヤ
乙
人
、
２８
日
開
巻

同

未
年
月
次
句
合

松
原
庵
兀
雨
評

＊
上
毛
奈
良
如
舟
・
露
彦
、上
久
屋
乙
人

文
化
９
年
（１８１２

）
俳
諧
句
合

社
中
催

書
郊
評

＊
奈
良
露
彦
、
上
久
屋
村
乙
人
、
７
月
３
日
開
巻
、
立
会
乙
人
ほ
か
３
名

同

俳
諧
連
歌

甫
滴
・
乙
人

＊
文
化
９
年
８
月
朔
日
興
行

文
化
１０
年
（１８１３

）
以
前

・
松
原
庵
正
月
開

兀
雨
評

＊
如
舟

書
抜
、
三
題

・
春
興
三
題
句
合

巴
水
催

松
桂
庵
・
松
露
庵
・
松
原
庵
三
評

＊
奈
良
如
舟
・
露
彦
、
上
ク
ヤ
乙
人
、
睦
月
１５
日
井
見

三
題

・
六
月
分
発
句
合

書
郊
評

＊
奈
良
如
舟
・
露
彦
、
上
久
屋
乙
人
、
三
題

・
六
月
分
表
八
章
合

社
中
催

書
郊
評

＊
奈
良
其
雲
・
露
彦
、
上
久
ヤ
乙
人
、
文
月
８
日
開
巻

・
八
月
分
発
句
合

社
中
催

書
郊
評
＊
奈
良
如
舟
・
露
彦
、菊
月
１１
日
井
見
四
題

・
九
月
分
句
合

社
中
催

書
郊
評
＊
ナ
ラ
露
彦
・
如
舟
、神
無
月
９
日
井
見
四
題

・
表
八
章
合

社
中
催

書
郊
評

＊
如
舟
・
露
彦
、
１０
月
２１
日
井
見

・
四
題
句
合
帳

評
者
不
明

＊
ぬ
ま
た
如
舟
・
乙
人
、
四
題

・
山
王
奉
納
び
ら
き
（
書
抜
）

評
者
不
明

＊
乙
人
・
露
ひ
こ

文
化
１１
年
（１８１４

）
初
し
ぐ
れ

甫
天
喜
編

＊
其
雲
・
乙
人
・
古
人
如
舟
・
露
彦

文
化
１４
年
（１８１７

）
丑
ノ
初
春
五
点
以
上

評
者
不
明

＊
其
雲

―
下

略
―

﹇
付
記
﹈
執
筆
に
当
た
り
お
世
話
に
な
っ
た
左
部
別
家
の
正
一
郎
・
雅
恵
・

茂
各
氏
と
、『
沼
田
市
史
』
近
世
部
会
専
門
委
員
中
村
厚
子
氏
、
沼
田
市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係
な
ど
、
関
係
諸
機
関
の
各
位
に

深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
か
と
う
さ
だ
ひ
こ

本
学
名
誉
教
授
）
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